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Ⅰ はじめに 

 下関市は山口県の最西端に位置し、令和 5 年 3 月末時点での人口は約 24 万 9000 人の中核市であり、保育

所 34 ヶ所、認定こども園 25 ヶ所、幼稚園 12 ヶ所、計 71 ヶ所の教育・保育施設、42 校の小学校がある。７１ヶ所

の教育・保育施設のうち、従来の保育所である 52 ヶ所が下関市保育連盟に所属している。下関市保育連盟で

は、平成 20（2008）年の保育所保育指針（以下、保育指針）改訂によって保育所児童保育要録（以下、保育要

録）を作成することが義務化されたことを契機に、下関市独自の保育要録の様式を策定するなど、接続期の子ど

もたちがスムーズに生活の場を移行できることを目指して保小連携の取り組みを積極的に行なってきた。 

 幼児教育と小学校教育の接続期における現状に目を向けると、OECD（経済協力開発機構）は、カリキュラムの

一貫性や継続的な幼保小接続の取り組みがその後の学力や社会的成長と関連していることや、社会上的スキル

（非認知スキル）の重要性について言及している。日本国内においても、就学前教育・保育での非認知スキルの

獲得が他の非認知スキルの発展や、小学校教育以降での認知スキル獲得などに影響を及ぼすという研究結果

が公表されたり、平成 30（2018）年の保育指針改訂で新たに導入された「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

の実践への活用を行うとともに、0 歳から 18 歳までを見通した学びの連続性と質の確保を目指した「幼保小の架

け橋プログラム」を含めた幼児教育スタートプランが策定されるなど、就学前教育・保育の質向上や保幼小連携

への取り組みに対する機運が高まっている。 

上記のような非認知スキルの育成や育ちの連続性の確保など、エビデンスに基づいた保幼小連携の必要性が

提唱されるようになったのは近年のことであるが、保幼小連携そのものは小一プロブレムが社会問題として認識さ

れるようになった 2000 年初期から取り組みが進められてきた。その間、前述の保育要録の作成・送付の義務化

や、全国各地でアプローチカリキュラム・スタートカリキュラムが策定されるなど、さまざまな取り組みが行われてき

たが、実効的な連携にはなかなか至らない現実がある。そこでの課題としては、連携や接続に向けた取り組みを

行うための十分な時間や場の確保が困難であったり、策定したアプローチカリキュラム・スタートカリキュラムや交

流活動の形骸化、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が十分に機能しないなど連携・接続のための共通ツ

ールの課題、さらには保育所や認定こども園、幼稚園と小学校それぞれの間での「育ち」や「学び」に対する意識

や認識の乖離などがある。これらは下関市でのこれまでの保幼小連携の取り組みの中でも見られた課題であり、

顕在化している課題の一つ一つを解消していくことが結果として効果的な保幼小連携を実現するための近道だと

考えられる。 

 そこで、本調査研究では下関市のこれまでの保幼小連携の取り組みを踏まえ、顕在化している課題を解消する

ことと連携を促進するための基盤づくりを目指し、（１）接続期を見据えた資質・能力の基礎の育成、（２）就学前教

育・保育での遊びや生活の中で育つ子どもの姿の検討、（３）育ちや学びの連続性を確保するためのカリキュラム

案を作成することを目的とした。 

 本報告書（第一報）では、令和 5（2023）年 5 月末時点での状況について報告する。 
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Ⅱ 調査方法 

1. 本調査研究の流れ 

本調査研究では、研究の趣旨・目的を達成するために複数の調査と実践を組み合わせて取り組む。方法の全

体的な概要は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 に示したように、本調査研究では、「就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調

査」と調査結果をもとにした「個別の保育内容を育む遊び・生活の計画・実践・振り返り・修正」を中心に構成され、

複数年にわたって各園で実施される「個別の保育内容を育む遊び・生活の計画」を集約したものが「育ち・学びの

連続性を支えるカリキュラムモデル」として生成される。 

なお、調査期間中、本調査研究の目的を達成するために必要と想定される事項についても並行して行う予定で

ある。 

就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第一次） 

就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第二次） 

就学前施設で行われている遊び・生活の調査 

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画作成〔各園〕 

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第一次）の実践〔各園〕 

2022.10 

2023.3 

2022.9 

2023.4_ 

2023.5〜 

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第一次）の振り返り・修正〔各園〕 2024.3 

••••• 

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第二次）の振り返り・修正〔各園〕 2025.3 

個別の保育内容を育む遊び・生活の計画（第二次）の実践〔各園〕 2024.4〜 

育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムモデルの作成 

※調査研究期間中、並行して以下のことを行う予定である。 

■ 計画立案や実践を効果的にするための個人因子の分析を実施 

  ■ 10 の姿を意識した保育の展開の検討および表現方法・記述の観点の整理 

  ■ 子どもの育ちを詳細に把握するための方法の検討・開発 

図 1 調査研究の流れ 

繰り返し 
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2. 就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査 

保育所や認定こども園で行われている保育の現状を把握することおよび、育ち・学びの連続性を確保するため

の基礎資料を作成することを目的に、「就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査」

を実施した。なお、本調査では、保育を背景にした子どもの育ちの様子を把握するために、調査時期を別にして

第一次と第二次の 2回の調査を行った。 

 

(1) 調査対象 

 本調査の調査対象は、下関市内の公私立保育所・認定こども園に所属するすべての保育者とした。 

 

(2) 調査期間 

調査期間について、 それぞれ「就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第一

次）」は 2022 年 10 月、「就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第二次）」は

2023 年 3 月に実施した。 

 

(3) 調査内容 

１） 「就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第一次）」の調査内容について 

 「就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第一次）」では、保育指針・教育保育

要領では子どもの年齢によって保育の内容が異なるため、乳児担当保育士・保育教諭用（以下、乳児担当保育

者用）、1・2 歳児担当保育士・保育教諭用（以下、1・2 歳児担当保育者用）、3 歳以上児担当保育士・保育教諭

用（以下、３歳以上児担当保育者用）の 3種類の調査票を用いた。 

調査項目は、①基本情報、②回答者の保育に関する行動や意識について、③保育指針・教育保育要領の内容

について、④保育の内容と遊び・生活との関連について、⑤幼児期の終わりまでに育ってほしい姿について、の

5 つの調査項目群で構成した。このうち、①基本情報と②回答者の保育に関する行動や意識について、⑤幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿、についてはいずれの調査票で共通の設問であり、③保育指針・教育保育要

領の内容についてと④保育の内容と遊び・生活の関連についてでは、保育指針・教育保育要領の内容に応じ、

異なる設問とした。 

 具体的な質問内容については、①基本情報では、性別や経験年数、子育て経験の有無、職位、勤務時間など

10項目とした。 

②回答者の保育に関する行動や意識では、日常の保育の中での計画の立案や閲覧、他職員との連携、保育

に関連する意識・認識など 25項目を設定し、「まったく該当しない」から「該当する」までの 4段階の選択肢から

回答してもらった。 

③保育指針・教育保育要領の内容については、保育指針・教育保育要領に示されている保育の内容、つまり乳

児の保育では 3 つの視点に対する 15 の保育の内容、1・2 歳児の保育では 5領域に対する 32 の保育の内容、

3 以上児の保育では 5領域に対する 53 の保育の内容、それぞれについて、観点 A「進級・進学につながること

を見通して、子どもが経験・身につけることを意識していますか」および観点 B「3 月末（年度末）に子どもが経験し

たり・身につけることができていると思いますか」の 2 つの観点の質問を設定した。なお、いずれの観点でも 4段

階の選択肢から該当するものを選んでもらった。 
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④保育の内容と遊び・生活との関連については、保育指針・教育保育要領に示されている保育の内容それぞれ

について、関連の深い遊び・生活を別に設定した選択肢群から関連の深い遊びや生活の場面を 5 つまで選ん

でもらった。本調査項目において用いた遊び・生活の選択肢は、本調査に先立って実施した「就学前施設で行

われている遊び・生活の調査」で得られた回答をもとに作成した。年齢ごとの選択肢は、乳児保育者用では、室

内遊び・活動 47項目および屋外遊び・活動 45項目、生活 25項目、行事 23項目の計 140項目からなる。1・2

歳児担当保育者用では、室内遊び・活動 50項目、屋外遊び・活動 48項目、生活 30項目、行事 25項目の計

153項目、3 歳以上児保育者用では室内遊び・活動 45項目、屋外遊び・活動 45項目、生活 30項目、行事 30

項目の計 150項目を設定した。 

⑤幼児期の終わりまでに育ってほしい姿では、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿として示されている 10項

目それぞれについて、観点 A「担当している学年（クラス）の年齢から育む必要があると思いますか」および観点 B

「担当している学年（クラス）の子どもに育むことを意識していますか」、観点 C「担当している学年（クラス）での子

どもの姿のイメージ」の 3 つの観点を設定し回答してもらった。なお、観点 Aおよび観点 Bについては、4段階の

選択肢から該当するものを選んでもらい、観点 C についてはキーワードあるいは短文で記述してもらった。 

 

２） 「就学前施設での遊び・生活が子どもの育ちに与える影響に関する調査（第二次）」の調査内容について 

 第二次調査では、第一次調査での③保育指針・教育保育要領の内容での観点 A と観点 Bに対応させ、それ

ぞれの保育の内容について「3 月末（年度末）時点において、子どもが経験したり・身につけることができたと思い

ますか」を質問した。つまり、第一次調査では、各保育の内容について、子どもたちが経験できたり身につけること

ができているかを、年度末を想定して予測したのに対し、第二次調査では実際の結果を問う形式で質問した。 

 合わせて、第一次調査と第二次調査の回答者を突合させるために、第一次調査と同様の基本属性も質問し

た。 

 

(4) 分析方法 

 本調査研究報告書（第一報）では、回収したデータの記述統計量を中心に算出するとともに、項目間の比較を

行う際に、統計学的検定（Wilcoxson 符号付き順位和検定、T 検定）を用いた。集計分析の詳細については、結

果の中で記述した。 

 なお、統計学的検定においては、SPSS 29.0 を用いた。 

 

(5) 倫理的配慮 

 調査に際して、調査研究の趣旨や目的および個人情報の取り扱いについての内容を付した調査同意書を配布

し、同意書において同意のあった者のみを調査の対象とした。また調査によって得られた情報については、各園

で数値によるデータ処理を行なっているため、集計する段階以降で個人を特定することはできないよう配慮して

いる。 

  

 

 

  



 5 

Ⅲ 結果と考察 

 下関市内の公私立保育所・認定こども園 52 ヶ所から、乳児担当保育者用に回答した件数は 135件（17.9%）、

１・２歳児担当保育者用の回答件数は 318件（42.2％）、3 歳以上担当保育者用への回答件は 301件（39.9％）

の計 754件の回答が得られた。得られた回答の中で、基本情報に欠損値があった場合には回答者に確認し、そ

の他の項目での欠損値は同一項目の平均値を充てた。その結果、分析対象は回収数と同じ 754件となった。 

 

1. 回答者の基本属性 

 得られた 754件の回答者の性別や子育て経験、職位等の基本情報を表 1 に示した。性別は、「女性」が 736

件（97.6%）、「男性」が 18件（2.4％）であった。子育て経験については、「あり」が 401件（53.2％）、「なし」が 353

件（46.8％）とそれぞれ約半数となった。職位は、それぞれ「園長」が 12件（1.6％）、「主任保育士」が 66件

（8.8％）、「保育士」が 657件（87.1％）、「その他」が 19件（2.5％）であった。勤務形態では、「常勤」が 452件

（59.9％）、「非常勤」が 302件（40.1％）であった。勤務時間については、「概ね 8 時間」が 523件（69.4％）、「6-8

時間未満」が 173件（22.9％）となり、いわゆる常勤相当あるいは常勤に準ずる勤務時間で勤務している保育者

が全体の９割以上となった。現在の担当については、「1 歳児」および「2 歳児」がそれぞれ 143件（19.0％）と最も

多かった。次いで「0 歳児」が 137件

（18.2％）、「3 歳児」が 101件（13.4％）

となり、年齢の低いクラスを担当する保

育者が多く、配置基準を反映する結果

となった。クラスでの役割は、「クラスリ

ーダー」が 303件（40.2％）、「サブリー

ダー」が 149件（19.8％）、「その他」が

302件（40.1％）となった。 

平均経験年数（表 2）では、全体の平

均経験年数は 13.2 年となり、担当年

齢毎では、「その他（フリーなど）が最も

高い 19.3 年、次いで「0 歳児」クラス担

当の保育者が 13.8 年、「1 歳児」クラス

担当保育者が 13.2 年となり、年齢の

低いクラスの平均経験年数が高い結

果となった。また、「その他（フリー）」

は、経験年数が最も高く、SD（標準偏

差）も高い値を示したことから、比較的

経験年数の多い保育者が対応してい

る傾向が伺えた。 

 日常の保育における行動や意識、保

育指針や教育保育要領に関する内容

を問う調査項目Ⅲ以降において、イメ

表 1 回答者の基本属性 
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ージする子どもの年齢は表 3 のとお

りとなった。 

 乳児担当保育者用に回答した保

育者 135 人は、そのまま 0 歳児をイ

メージして項目Ⅲ以降に回答した。

１・2 歳児担当保育者用に回答した

318件のうち、１歳児をイメージする

人数は 147 人、2 歳児をイメージす

る人数は 171 人となった。3 歳以上

児保育者用に回答した 301件のう

ち、3 歳児および 4 歳児、5 歳児を

イメージする人数はそれぞれ 111

人、83 人、107 人となった。 

全回答者数に対して、最も多くイメ

ージする年齢は「2 歳児」の 171件

（22.7％）、最も少ない年齢は「4 歳

児」の 83件であるが、いずれの年齢

においても全回答者数の 10％を超

えている。 

 

 

 

 

2.  調査項目群Ⅱ「あなた自身の保育に関する行動や意識について」 

 調査項目群Ⅱは、「あなた自身の保育に関する行動や意識について」として、計画の立案や閲覧、保育や保育

指針・教育保育要領に対する理解など 25項目について質問した結果を表 4 および図 2 に示した。 

 表 4 では、それぞれの設問に対する選択肢の度数および割合を示すとともに、設問に対する Item Indexを算

出した。Item Indexは 0 から 100 の間を示し、ここではすべての回答者が「まったく該当しない」を選択した場合

には「0」、すべての回答者が「とても該当する」を選択した場合には「100」を示す。つまり、Item Indexを確認する

ことによって、該当する（しない）傾向を簡易的に把握することが可能になる。 

 設問 1 から 11、１６、17 は、保育所等での計画の立案や閲覧、協議に関する内容である。これらの項目で比較

的高い Item Indexを示した項目は、Q.10「立案された計画の内容を上司・先輩などと相談・協議する」の 58.0 や

Q.9「日常の保育・計画立園のために過去の指導計画を見る」の 57.4 となった。一方、Q.1「全体的な計画立案」

や Q.6「日常の保育・計画立案のために他クラスの指導計画を見る」は Item Indexが 30.0台の低い値となった。

クラス間の連携や保育・育ちの連続性を視野に置いた場合には、他クラスの指導計画を閲覧することには意義が

あると考えられ、他クラスの指導計画を閲覧していない背景や要因を検討することが大切であると考えられた。 

 Q.12 から 15 は、保育に対する意識に関連する内容である。Q.12「保育指針に記載されている内容を意識して

保育している」が 62.3 と他項目に比べて若干低い Item Indexを示したものの、Q.13 から 15 は 80.0 を超える高

表 2 担当年齢と平均経験年数 

表 3 項目Ⅲ以降での回答でイメージする子どもの年齢 
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い Item Indexを示した。特に、Q.13 と 14 の「遊びを通して学ぶ」や「生活を通して学ぶ」といった内容は保育の

根底に通じる項目あり、高い項目を示したことは、遊びや生活に対する保育者の意識の高さを伺わせる結果とい

える。 

 Q.18 から 25 は保育に関連する知識や技術に対する設問である。保育の中で子どもを育む観点となる保育指

針や育みたい資質能力、幼児期の終わりまでに育って欲しい姿、の理解については Item Indexが 60.0台となっ

た。また、接続期において関連する知識の一つである小学校での生活科科目についての理解は 42.1 と低い値と

なった。反面、担当している子どもや子どもの発達についての理解では Item Indexが 70.0 以上となった。 

 表 4 と図 2 に示した調査項目群Ⅱの結果は、回答者の基本属性による分類等を行わない結果である。また、比

較する対象が存在しないため、どの程度の割合や Item Indexが妥当であるかは不明であり、一概に Item Index

の高低を評価することはできない。その点を踏まえ、計画の立案では保育所等内での役割にもよるため、本結果

は概ね現実的な傾向といえる。対して、計画や記録の閲覧や、保育に関連する知識などについては、日常の保

育を実践する上で必要かつ有益な知識や技術であることから、今以上に高い結果が求められると考えられた。 

 

 

 

 
注 表中の数値は度数、カッコ内は各項目内での割合 

表 4 Ⅱ「あなた自身の保育に関する行動や意識について」の結果 

結果 
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3.  調査項目群Ⅲ「保育所保育指針（認定こども園教育保育要領）の内容について」 

 調査項目群Ⅲでは、保育指針（教育保育要領）に示されている保育の内容について、観点 A として「進級・進

学につながることを見通して、子どもが経験・身につけることを意識しているか」、観点 B として「3 月末（年度末）

に子どもが経験したり・身につけることができていると思うか」、の 2 つの観点で質問した。なお、保育の内容につ

いては、乳児の保育、1 歳以上 3 歳未満児の保育（以下、1・2 歳児の保育）、3 歳以上児の保育で、記載されて

いる内容および項目数が異なるため、乳児の保育、1・2 歳児の保育、3 歳児以上の保育それぞれで集計・分析

を行った。 

 

3-1 乳児の保育の内容に対する保育者の意識 

 乳児の保育に関する 3 つの視点における内容 15項目に対する結果を表 5 から表 7 に示した。なお、表に記

載している項目は、保育指針・教育保育要領に示されている記述をもとに省略している。 

 乳児の保育に関する保育の内容 15項目について、観点 Aでは「意識している」との回答がおおよそ 70.0%以

上という高い値を示した。さらにほぼすべての項目で「意識していない」との回答がなく、保育指針・教育保育要

領に記載されている保育内容について高く意識している状況が明らかとなった。観点 Bについても「まあまあ思

図 2 「あなた自身の保育に関する行動や意識について」の結果 



 9 

う」と「思う」での回答傾向が高く、3 月末で示されている保育内容について経験したり、身につけることができてい

るとの見通しを持っていた。 

観点 A と観点 Bの回答傾向の違いを確認する統計学的検定（Wilcoxsonの符号付き順位和検定）の結果で

は、15項目中 9項目で有意な差が確認された。具体的には、意識の高さに比して 3 月末の見通しが低い傾向

が確認された。とはいえ、乳児を担当している保育者は、全体的に保育内容に対する意識は高く、3 月末での見

通しも肯定的に捉えている傾向にあること改めて確認しておく。 

  

 

 

 

 

 

表 5 乳児保育の内容について（健やかに伸び伸びと育つ）の観点 A および観点 B の結果 

表 6 乳児保育の内容について（身近な人と気持ちが通じ合う）の観点 A および観点 B の結果 

表 7 乳児保育の内容について（身近なものと関わり感性が育つ）の観点 A および観点 B の結果 
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図 3 乳児保育の内容について（健やかに伸び伸びと育つ）の観点 A および観点 B の結果 

 

図 4  乳児保育の内容について（身近な人と気持ちが通じ合う）の観点 A および観点 B の結果 

 



 11 

 

 

 

 

3-2 1・2 歳児の保育の内容に対する保育者の意識 

 1・2 歳児の保育に関する 5領域における内容 32項目に対する結果を領域別に表 8 から表 12 に示した。 な

お、乳児の保育内容と同様に、各表に記載している項目は、保育指針・教育保育要領に示されている記述をもと

に省略して示している。 

 1・2 歳児の保育の内容 32項目について、観点 Aでは、多くの項目で「まあまあ意識している」と「意識してい

る」で高い値を示したものの、項目によって程度に違いが見られた。たとえば、「健康」領域の「1.安定感をもって

生活をする」や「2.生活のリズムが形成される」、「人間関係」領域の「3.親しみをもって日常の挨拶に応じる」など

では、「意識している」割合がおおよそ 8割以上を占めていたのに対し、「健康」領域の「3.全身を使う遊びを楽し

む」や「ゆったりとした中で食事や間食を楽しむ」、「環境」領域の「1.感覚の働きを豊かにする」、「3.物の性質や

仕組みに気づく」などでは、「まあまあ意識している」と「意識している」で割合が 2分されていた。観点 Bについて

も、ほとんどの項目で「まあまあ思う」と「思う」との回答が占めており、3 月末において肯定的な見通しをもっている

ことが示唆された。ただし、観点 Bについても観点 A と同様に、項目において「思う」の程度に違いが見られた。 

表 8 1・2 歳児の保育の内容について（健康）の観点 A および観点 B の結果 

図 5  乳児保育の内容について（身近なものと関わり感性が育つ）の観点 A および観点 B の結果 
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観点 A と観点 Bの回答傾向の違いを確認するために、乳児保育の内容と同様にWilcoxsonの符号付き順位和

検定による検定を行った。その結果、1・2 歳児の保育内容 32項目中、29項目で有意な差が確認された。ここで

も、乳児保育の内容と同様に、観点 A よりも観点 Bの方で意識や思いの程度が低くなる傾向を示した。つまり、

それぞれの保育内容について意識的に保育を行なっているものの、3 月末の見通しは若干消極的に回答してい

る傾向が見られた。この背景ついて、保育者が自信を持って 3 月末の見通しを示すことができないのか、保育者

が自身の保育の結果を遠慮しながら回答したのか、あるいは他の要因があるのかは不明であるが、いずれにして

も保育者が自信を持って子どもの育ちの見通しを示すことができるようになることが大切であると考えられた。 

 

 

 

 

表 9 1・2 歳児の保育の内容について（人間関係）の観点 A および観点 B の結果 

表 10 1・2 歳児の保育の内容について（環境）の観点 A および観点 B の結果 

表 11 1・2 歳児の保育の内容について（言葉）の観点 A および観点 B の結果 
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表 12 1・2 歳児の保育の内容について（表現）の観点 A および観点 B の結果 

図 6  1・2 歳児の保育の内容について（健康）の観点 A および観点 B の結果 

 

図 7  1・2 歳児の保育の内容について（人間関係）の観点 A および観点 B の結果 
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図 8  1・2 歳児の保育の内容について（環境）の観点 A および観点 B の結果 

 

図 9  1・2 歳児の保育の内容について（言葉）の観点 A および観点 B の結果 
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3-3 3 歳以上児の保育の内容に対する保育者の意識 

 3 歳以上児の保育に関する 5領域における内容 53項目に対する結果を領域別に表 13 から表 17 に示した。 

なお、これまでと同様に、各表に記載している項目は、保育指針・教育保育要領に示されている記述をもとに省

略して示している。 

 3 歳以上児の保育の内容 53項目での観点 Aの結果は、乳児や 1・2 歳児の保育内容と同様に多くの項目で

「まあまあ意識している」と「意識している」の回答が占めていた。その反面、「人間関係」領域の「13.自分の生活

に関係の深いいろいろな人に親しみを持つ」や「人間関係」領域の「12.保育所内外の行事において国旗に親し

む」などでは、「意識していない」や「あまり意識していない」の回答傾向が高くなる項目も見られ、保育内容の項

目によっての意識の違いが明らかとなった。観点 Bについても、乳児や 1・2 歳児の保育内容と類似した傾向を

示すものの、全体的に「思う」よりも「まあまあ思う」の回答が多く見られた。 

 観点 A と観点 Bの回答傾向の違いに対する統計学的検定（Wilcoxsonの符号付き順位和検定）では、53項目

中 51項目で有意な差が確認された。ここでの違いもこれまでと同様に、観点 A よりも観点 Bが低い傾向、つまり

各保育内容に対する意識の強さに比べて、3 月末の見通しが低い傾向を示していることが示唆された。このこと

についても前述したとおり、保育内容に対する子どもの育ちの様子を見通しづらいのか、保育者が遠慮がちに回

答しているのかなど、その要因は不明であるが、保育者が明確な見通しを持てるようにすることが重要であり、そ

の方策の検討が求められると考えられた。 

時 10  1・2 歳児の保育の内容について（表現）の観点 A および観点 B の結果 
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表 13 3 歳以上児の保育の内容について（健康）の観点 A および観点 B の結果 

表 14 3 歳以上児の保育の内容について（人間関係）の観点 A および観点 B の結果 

表 15 3 歳以上児の保育の内容について（環境）の観点 A および観点 B の結果 
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表 16 3 歳以上児の保育の内容について（言葉）の観点 A および観点 B の結果 

表 17 3 歳以上児の保育の内容について（表現）の観点 A および観点 B の結果 

図 11  3 歳以上児の保育の内容について（健康）の観点 A および観点 B の結果 
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図 12  3 歳以上児の保育の内容について（人間関係）の観点 A および観点 B の結果（1） 

 

図 13  3 歳以上児の保育の内容について（人間関係）の観点 A および観点 B の結果（2） 

 



19 

図 14  3 歳以上児の保育の内容について（環境）の観点 A および観点 B の結果（1） 

図 15  3 歳以上児の保育の内容について（環境）の観点 A および観点 B の結果（2） 
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図 16  3 歳以上児の保育の内容について（言葉）の観点 A および観点 B の結果 

図 17  3 歳以上児の保育の内容について（表現）の観点 A および観点 B の結果 
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4. 調査項目群Ⅳ「保育の内容と遊び・生活との関連について」

 調査項目群Ⅳでは、乳児の保育内容 15項目、1・2 歳児の保育内容 32項目、3 歳以上の保育内容 53項目そ

れぞれについて、調査票に付した「遊び・生活の選択肢」から関係の深いと考えられる遊びや生活の場面などを

5 つまで選択してもらった。 

 保育指針・教育保育要領に示される保育内容に関連する遊びや生活は年齢によって異なると想定されるため、

年齢ごとに関連する遊び・生活として、選択された上位 30 の遊び・生活を抽出した。なお、表に示されている割

合は、各保育内容に挙げられた総数に対する割合である。乳児の保育の内容 15項目に関連があると考えられる

遊び・生活を表 18 から表 22、1・2 歳児の保育の内容に 32項目に関連があると考えられる遊び・生活について、

1 歳児を表 23 から表 33、2 歳児を表 34 から表 44、3 歳以上児の保育の内容 53項目に関連があると考えられる

遊び・生活について、3 歳児を表 45 から表 62、4 歳児を表 63 から表 80、5 歳児を表 81 から表 98 に示した。 

 これらに示された遊びや生活の場面などは、保育指針・教育保育要領に示されている各内容について、子ども

が経験したり、身につけることを目指して保育を展開する際の基礎資料になると考えられた。従来、保育の中で遊

びや活動などを子どもに提供する際、保育者の知識や技量、保育所等で過去に実践されていたかなどが検討材

料になることが多い。それゆえ、子どもたちに身に付けさせたい、あるいは経験させたい要素・側面とそれに紐づ

くと考えられる遊びや生活の場面などが視覚化されることにより、子どもに提供される遊びや活動などに対して根

拠を持たせることが可能になると考えられる。このことが翻って、子どもの育ちの背景を適切に把握すること、具体

的には、「ままごと遊びをしたことが、身の回りにある生活用具などに興味や関心、好奇心を持つことにつながっ

た」などと説明することができるようになる。つまり、今の子どもの姿を育むことにつながったプロセスや背景を具体

的に説明することができるとともに、遊びや生活の場面などさまざまな活動に意図を持たせることが可能になると

考えられる。 

一方、本調査から得られたそれぞれの保育内容と関連する遊びや生活場面を読み取り、参考にする際、注意し

なければならない点がある。第一に、それぞれの保育内容に関係があるとして示された遊びや生活場面などは、

保育者が選択したということである。つまり、保育者の経験や感覚によって選ばれたものであり、明確な情報や根

拠に基づいて抽出されているわけではない。第二に、子どもの育ちを支える際には、単に子どもが遊びや生活を

経験すればよいということではない点である。子どもが遊びや生活を経験する中では、どのような環境の中で遊

び、生活するのかも重要であるとともに、保育者などの関わりも不可欠である。ここに提示される遊びや生活では、

具体的な環境や保育者の関わり方は示していない。 

 上記に挙げた 2 つの点を解消すべく、「本調査研究の流れ」で示したように、「保育内容に関連する遊び・生

活」の結果を参考にしながら、「個別の保育内容を育む遊び・生活の計画」の作成・実践を行なう。計画の中で

は、環境の設定や保育者の関わりなど、遊びや生活などの活動を展開する際の留意事項や配慮事項も含め、実

践を進めていく。年度末には振り返りを行い、保育内容を育むために取り上げた遊びや生活などが効果的であっ

たか、その際に求められた環境設定や保育者の関わりはどのようなものあったかなどを評価し、計画を修正・改善

していく。この取り組みを継続して行うことで、保育内容に基づく子どもの育ちを支える遊びや生活などを実証す

ることが可能になり、先の課題の解消につげていく。 
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5.  調査項目群Ⅴ「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿について」 

 調査項目群Ⅴでは、保育指針・教育保育要領に示されている「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」につい

て、観点 Aでは「担当している学年（クラス）の年齢から育む必要があると思うか」、観点 Bでは「担当している学

年（クラス）の子どもに育むことを意識しているか」、観点 C として「担当している学年（クラス）での子どもの姿のイメ

ージ」を回答してもらった。本報告書では、観点 A と観点 Bの集計・分析についてのみ示す。 

 観点 A と観点 Bの結果を表 99 および図 3 に示した。観点 Aおよび観点 Bで「思う」や「意識している」割合が

多かったのは、「1.健康な心と体」であり、「7.自然との関わり・生命尊重」や「9.言葉による伝え合い」、「豊かな感

性と表現」も比較的高い必要性や意識を示した。表 99 や図 3 の結果は、0 歳児から 5 歳児まで担当するすべて

の保育者を対象としたものであることから、前述の必要性や意識の高い項目は、子どもの年齢に関わらず育む必

要があり、なおかつ保育の中で意識されていることを意味する。実際に、「1.健康な心と体」は保育指針・教育保

育要領の「健康」領域や基本的生活習慣の確立に結びつきやすく、同様に「8.言葉による伝え合い」や「10.豊か

な感性と表現」も「言葉」領域や「表現」領域、さらには保育の中で意識されやすい子どもの育ちの要素である。ま

た、「7.自然との関わり・生命尊重」についても、子どもの年齢に関わらず保育や子どもの育ちの中で大切にされ

やすい内容である。一方、「2.自立心」や「3.協同性」、特に「9.数量や図形、標識や文字などへの興味関心・感

覚」といった項目は、子どもの発達状況と強く関連すると推測され、保育者が関わる子どもの年齢によって、育む

ことの必要性や意識が異なるのは自然なことであると考えられた。 

 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿は、保育指針・教育保育要領にも記述されているとおり、卒園を迎える年

度の後半に見られる姿、言い方を変えると、年長児の後半に見られるようになる姿である。また、これらは年長クラ

スになってから育まれるものでもなければ、個別に取り上げて育むように意識されるものでもない。環境をとおして

実践される保育や、子どもの自発的な遊びなどの活動などをとおして、これらの姿が芽生え育まれるものである。

その点において、日常の中で行われる遊びや生活の中で育まれる子どもの姿を捉える視点として、これらの観点

を保育者が持っておくことは必要であり、本結果が示すように 5 歳児以前においても意識的にこれらの観点をもと

に子どもの育ちを捉えるようにしておくことが、結果的に子どもの育ちを支えていくことにつながると考えられた。 

 

 

表 99 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿についての観点 A と観点 B の結果 

注：表中の数値は度数、カッコ内は項目内での割合 
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 次に、観点 Aの結果について、子どもの年齢（クラス）別での分類・集計を行った。その結果を表 100 および図

4 に示した。さらに、各年齢についての回答傾向を把握するために年齢毎の Item Indexを算出した。Item Index

は、結果のⅡでも紹介したとおり、0 から 100 の間で表示され、すべての回答者が「思う」と回答したときには

「100」、すべての回答者が「思わない」と回答したときには「0」になる。つまり、Item Indexが 100 に近いほど、それ

ぞれの学年（クラス）で育む必要があると保育者が考えていることを意味する。 

 Item Indexの意味を踏まえて、表 100 や図 4 を確認すると、まず、すべての年齢、すべての項目において Item 

Indexが 50.0 以上、多くの項目で 70.0 以上を示していることから、おおよそすべての年齢で育む必要性が認識

されていることが明らかとなった。その中で、「1.健康な心と体」および「10.豊かな感性と表現」の 2 つの項目では

年齢間における大きな差が見られなかった。つまり、この 2 つの項目については、年齢に関わらず育む必要性が

あると考えられていることが示唆された。一方で、他の項目では、年齢が上がるに連れて必要性も上がっているこ

とが伺える。一方、「2.自立心」や「3.協同性」、「4.道徳性・規範意識の芽生え」などの項目では年齢毎による必要

の程度が異なり、特に「8.数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」ではその傾向が顕著であった。これら年

齢によってその必要性が異なっている項目については、どの年齢から育ちを意識するのかが適切であるかは議

論の余地があると考えられ、今後の課題として、遊びや生活などによってどの程度育まれるかなどさまざまな要素

との関連性を踏まえた検討が求められる。 

 

 

 

 

図 18  幼児期の終わりまでに育ってほしい姿についての観点 A と観点 B の結果の比較 
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 表 100 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿について観点 A の担当年齢別比較結

注：表中の数値は度数、カッコ内は項目内での割合 
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6.  保育内容に対する子どもの育ちの予測と結果について 

 本調査研究では、2022 年 10 月実施の第一次調査の調査項目群Ⅲの観点 Bで保育指針・教育保育要領に示

されている各保育内容について「3 月末（年度末）に子どもが経験したり・身につけていると思うか」を質問し、2023

年 3 月実施の第二次調査で同様の各保育内容について「3 月末（年度末）時点において、子どもが経験したり・

身につけることができたと思うか」を聞いた。つまり、保育指針・教育保育要領に示されている保育内容について、

第一次調査では子どもの姿を予測し、第二次調査では実際の子どもの姿の結果を回答してもらった。 

 第一次調査と第二次調査によって得られた各保育内容に対する結果の平均値を算出し、第一次調査と第二次

調査で統計学的検定（対応あるサンプルの T 検定）を行った。 

 乳児の保育内容 15項目については、15項目中 3項目で第一次調査と第二次調査での結果に差が確認され

た（表 101）。1・2 歳児の保育内容については、32項目中 23項目で第一次調査と第二次調査の結果での違い

が確認された（表 102）。さらに、3 歳以上児の保育内容では、53項目中 38項目で第一次調査での予測と第二

次調査での結果に違いがあった（表 103、表 104）。 

差が確認された項目（表中の P 値に「*」が付いている項目）は、第一次調査での予測と第二次調査での結果が

異なっていたことを意味するが、異なりの詳細については、表中の一次と二次の平均値を比較した上で、有意差

があり、かつ一次よりも二次の平均値が高ければ、「10 月時点の予測よりも、年度末時点で予測以上に経験でき

た・身についた」ことを意味する。逆に、二次よりも一次の平均値が高ければ、「10 月時点の予測よりも、年度末時

点で予測ほど経験できなかった・身につかなかった」ことを意味する。この要因には、いくつかの背景が想定され

るが、示された保育内容について、保育者が予測するよりも実際はより育まれたり、逆に実際には育むことが難し

いこと、あるいは保育内容をもとにした子どもの育ちそのものの見通しを立てづらい内容であることなどが考えられ

る。逆に、有意差が見られなかった項目については、予測と結果において統計学的には異なっていない、違いが

あったとしても誤差の範囲内であることを意味している。つまり、予測と実際の結果が同じであり、保育者の予測と

実際の子どもの姿が一致していることから、見通しを立てやすい項目であることなどが推察される。 

 これらのことは、子どもの育ちを育む際に提供される遊びや生活などに根拠を持たせて実践する際には有用な

情報であるとともに、適切な見通しを持って保育を実践する際に解消が求められる課題ともいえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 108 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 101 乳児の保育内容に対する第一次調査（予測）と第二次調査（結果）の比較 
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表 102 1・2 歳児の保育内容に対する第一次調査（予測）と第二次調査（結果）の比較 
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表 103 3 歳以上児の保育内容に対する第一次調査（予測）と第二次調査（結果）の比較  
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表 104 3 歳以上児の保育内容に対する第一次調査（予測）と第二次調査（結果）の比較 （つづき） 
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Ⅳ 個別の保育内容を育む遊び・生活の計画作成と実践 

 本調査研究では、第一次調査および第二次調査の結果等を参考にし、下関市保育連盟加盟各園において

「子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表」を作成した。 

 作成にあたっては、調査結果を参考にしながら、各保育所等で 0 歳児クラスから 5 歳児クラス「育みたい・経験

させたい内容」を設定し、設定された内容に関連する遊びや生活場面等の実践に関する計画を立案した。その

際、第一に「育みたい・経験させたい内容」は可能な限り保育指針・教育保育要領に示されている保育の内容に

準拠すること、第二に、年齢が異なると当然のことながら「育みたい・経験させたい内容」の表現等は異なるが 0

歳児から 5 歳児に至るまでのつながりを意識しながら設定するようにした。合わせて、環境の設定や保育者の関

わりにおいて留意する点など、遊びや生活、活動を行う際の配慮や考慮する事項も記載した。  

 令和 5（2023）年度については、各園で作成した計画に基づき実践を行い、年度末には振り返りを行うとともに、

令和 6年度に向けて計画の修正・改善を行う予定である。 

 令和 5（2023）年度に各園が作成した計画を資料として以下に掲載する。なお、掲載にあたり園名は削除した。 
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

かけっこ 芋掘り ﾄﾞﾝｸﾞﾘ拾 鬼ごっこ 集団遊び

固定遊具 ダンス かくれんぼ

三輪車 太鼓橋 太鼓橋 新聞遊び 運動会 鬼ごっこ もちつき

草あそび 夏野菜栽培 かくれんぼ 伝承遊び マラソン マラソン ﾃｰﾌﾞﾙｹﾞｰﾑ

シャボン玉 昆虫飼育 楽器遊び 微細遊び

粘土遊び 微細遊び 楽器遊び

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

踊りダンス 運動会 園外散歩 発表会 正月遊び

巧技台 ﾎﾞｰﾙ遊び 鉄棒 長縄遊び

季節の変

化に気付く
かけっこ

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

制作活動 こどもの日 時あそび 敬老の日 正月遊び 節分 ひなまつり

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

主体的に遊んだり、学んだりできる環境の下、仲間と共通のイメージを持って遊んだり

話し、発展させたりする中で、自己主張の仕方、仲間の受け入れが出来るようになる。

箸あそび ぬりえ ごっこ遊び カードゲーム

かくれんぼ

ままごと 足こぎ自転車

折り紙 当番活動微細遊び

絵画描画（経験画）

ルール・約束を守ること

なわとび マラソン

片付け・整理・整頓・掃除(個人) グループごと 園の中

わらべうたあそび 集団でのゲームあそび

水・プール遊び 運動会 発表会 展示

おむつ替え・トイレ援助 移動遊び、トンネル遊び、マット遊び、ボール遊び

給食を食べる

ふれあい遊び わらべうた、お名前予備、日光浴

ミルク・水分 集団で過ごす

保育者との関わり

簡単な会話・手遊び・音遊び

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（さくら）

５歳児

クラス

（ふじ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（もも）

３歳児

クラス

（うめ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（つぼみ）

水遊びどろんこ遊び 探索行動・探索遊び

わらべうたあそび シズムあそび 楽器あそび

まねっこあそび

今までにない変化への

不安や戸惑い、葛藤を

抱えながら成長している

ことを念頭に、繊細な心

に寄り添っていく。おお

らかな気持ちで話を聞

く。一人ひとりの「やりた

い気持ち」を応援する。

育みたい・

経験させたい内容

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

1人ひとりに、今必要と

する支援を考え、働きか

けを工夫する。気持ちを

代弁しつつ、抱きしめて

気持ちを受け止める。自

信は新たなチャレンジへ

の意欲につながるので、

好奇心を阻害しないよう

にし、褒めてあげる。

子どもの要求(やりたい気持ち)を

理解して受け止め、その言語化

に努める。見通しを立てられる声

かけをする。行動範囲が広く、探

索行動も盛んなため、安全面に

配慮する。共感を示すだけでも

「理解してくれている」ことが伝わ

り、子どもが安心感を得ることが

できる。「イヤイヤ期」を自我や自

立心の発達ととらえる。

「命令ではなく提案」の

言葉がけで受け止めや

すいようにする。子ども

たちにがチャレンジでき

る環境を整える。褒める

ことで満足感や嬉しさを

与え、自己肯定感を高

める。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（もみじ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

様々な立場の人と交流・経験す

る場を設け「考えるきっかけ」「考

えて発言・行動する力」を身に付

けられるようにする。自分自身の

力で問題を解決したり、課題を達

成するために試行錯誤する機会

を設け、「自分は認められてい

る」「自分にはできるんだ」という

自己肯定感を育む。自主性の芽

を大切にし、子どもの考え方や

行動を頭ごなしに否定しない。

育みたい・

経験させたい内容
安心できる静かな環境の下で、担当保育士との愛着・信頼関係を築く

育みたい・

経験させたい内容

信頼できる大人に見守られる中で、自分でしようとする気持ちが育ち、

身近な人や物に興味や関心を持つ

育みたい・

経験させたい内容

自我が芽生えたり、歩行が安定することで好奇心と冒険心が育つ。やりたい気持ちや揺

れ動く気持ちに寄り添い共感してもらいながら、いろいろな事に取り組む。

育みたい・

経験させたい内容

1人ひとりの発達段階や

生活リズムを把握し、そ

れぞれに合わせた関わ

りを意識して愛着関係を

築く。目線を合わせてや

さしく語り掛けてから行

動に移す「アイコンタク

ト」「スキンシップ」「言葉

かけ」を積極的に行う

作成日：２０２３年　　５  月　　１５ 日

基本的な生活習慣が分かり、身の回りのことを自分でしようとする。

自立への意識から、みんなで一緒の意識が芽生え友達との関わりが増える。

人との関わりを通して、自分の欲求や思いを自分なりの方法で表現する

体操遊び・簡単な会話・手遊び・音遊び

感触遊び

育みたい・

経験させたい内容

いろいろな体験から、自信、予想や見通しを立てられるようになる。

心身ともに意欲旺盛になる。友達と協力しながら主体的に目標を達成できるようにな

る。

カード・ゲーム

意見などを発表すること

集団でのゲーム遊び

時間の認識をもつ

野菜の栽培 お店屋さんごっこ・言葉遊び

当番活動

昆虫の飼育・観察

絵本図鑑を読む 様々なことに挑戦すること

リズム体操 水遊び・感触遊び 落ち葉・どんぐり拾い 雪遊び・氷遊び

手遊び・絵本読み聞かせ シャボン玉遊び

お名前呼び まねっこ遊び

ぽっとん落とし シール遊び、ボール遊び、お絵描き

生活の援助（食事・排泄）

固定遊具 どろんこ 雪遊び

虫探し 水遊び 園外散歩 鬼ごっこ

プール

簡単な衣服・靴の着脱 おむつ替え・トイレ援助 できることを自分ですること ルール約束を守ること

おにごっこ

友達との関わり ままごとあそび

絵本・紙芝居の読み聞かせ

ふれあいあそび 虫探し・草花摘み・おいかけっこ
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運動会 発表会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運動会 発表会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運動会 発表会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運動会 発表会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運動能力検査 運動会 運動能力検査 発表会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運動能力検査 運動会 運動能力検査 発表会

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

運動遊び(マット・平均台・ハードル・跳び箱・鉄棒・縄跳び・綱引き） ボールあそび

体操・踊り・ダンス

集団でのゲームあそび

園外散歩

マット・フープあそび

おいかけっこ

体操・踊り・ダンス

鬼ごっこ

鬼ごっこ

総合遊具・固定遊具（すべり台・ジャングルジム・うんてい・シーソーなど）でのあそび

総合遊具・固定遊具（すべり台・ジャングルジム・うんてい・シーソーなど）でのあそび

運動遊び(マット・平均台・ハードル・跳び箱・鉄棒・縄跳び・綱引き）

体操・踊り・ダンス

ボールあそび

集団でのゲームあそび

おいかけっこ

育みたい・

経験させたい内容
友だちや保育教諭と一緒に、全身を使って十分に体を動かすあそびを楽しむ。

体操・踊り・ダンス

一人ひとりの発達状

況や個人差を考慮し

ながら、体を動かす

ことが楽しめるよう環

境を整える。探索活

動が十分楽しめるよ

う、安全な環境を整

え、職員間で確認し

合い見守っていく。

鬼ごっこ

三輪車・バイク

総合遊具・固定遊具（すべり台・ジャングルジム・うんてい・シーソーなど）でのあそび

ボールあそび運動あそび（マット・平均台・ハードル・跳び箱）

育みたい・

経験させたい内容

リズムあそび・ダンス(踊り）ボールあそび

すべり台あそび

総合遊具・固定遊具（すべり台など）でのあそび

ボールあそび 三輪車・バイク

移動あそび（ハイハイ・伝い歩き等）

トンネルあそびマットあそび

探索活動・探索あそび

園庭散歩

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

子どもの好奇心や

興味が満たされる

ように、危険のない

よう動きを見守った

り、感じたことを一

緒に共感してあそ

んだりする。

動きがダイナミックに

なってくるので、安全

にあそべるように配

慮する。保育者も楽

しく体を動かしてあそ

び、子どもたちが楽し

い雰囲気のなかで十

分に体を動かしてあ

そべるようにする。

育みたい・

経験させたい内容
さまざまな運動に興味をもち、全身を使いながら運動遊びや集団遊びを楽しむ。

リズムあそび・ダンス（踊り）

運動遊び（フープ・マット・跳び箱など）

総合遊具・固定遊具(すべり台・ジャングルジムなど）でのあそび

おいかけっこ かけっこ

運動遊び（跳び箱・平均台）

三輪車・バイク

おいかけっこ

いろいろな動きを楽しみながら、全身を使ってあそぶ。

体を思いきり動か

せるあそびの提案

や空間の確保、ま

た怪我の防止など

を心がける。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（ 風１組 ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

さまざまな運動に取り組

む際には、一人ひとりの

力量を見極め、無理しな

いよう気をつける。苦手

意識のある子には丁寧

にやり方を知らせてい

く。挑戦する気持ちやや

り遂げた姿を認め、自信

がもてるように援助して

育みたい・

経験させたい内容
一人ひとりの発育に応じて、はう、立つ、歩くなど、十分に体を動かす。

育みたい・

経験させたい内容
自分の体を十分に動かし、走る、登る、降りるなど様々な動きをしようとする。

育みたい・

経験させたい内容

作成日：　　 令和５年　５ 月　 8 日

いろいろなあそびの中で、十分に体を動かす。

かけっこ

全身を動かしてあ

そぶ楽しさを感じら

れるよう、できるこ

とから始め、達成

感をもてるようにす

る。

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（　星組　）

５歳児

クラス

（　月組　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（ 風２組 ）

３歳児

クラス

（  空組  ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（　海組　）
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
沐浴 七夕祭り 夏祭り

音楽会

（2演目）

運動会

（３種目）
わらべうた遊び

教育発表会

（3演目）
運動遊び 節分豆まき会 ひな祭り

わらべうた遊び 言葉遊び 水遊び リズム遊び 運動遊び

紹介ごっこ わらべうた 水遊び 音楽会の練習
・運動会の練習

・ハロウィン造形
教育発表会練習 クリスマス絵

・お正月遊び

・節分の絵

・言葉遊び

・持久走

・持久走

・体力測定

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

紹介ごっこ 言葉遊び 水遊び
音楽

（2演目）

・運動会（2書目）

・ハロウィン造形
教育発表会の練習

・教育発表会

（３演目）

・クリスマス絵

・お正月遊び

・節分の絵

・言葉遊び

・持久走

・持久走

・体力測定

沐浴 言葉遊び シャボン玉 リズム遊び 運動遊び

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

園庭遊び ことば遊び 水遊び
音楽会

（３演目）

運動会

（４種目）
園庭遊び

教育発表会

（４演目）
正月遊び ことば遊び 園庭遊び

　遊具・

固定遊具

様々な遊具を

使った運動
沐浴 まる・さんかく・しかく 金魚すくい リズム遊び 運動会の練習　　　　　　劇・リズム遊び 福笑い・コマ おかいものごっこ 固定遊具

紹介ごっこ 水遊び 泡遊び 音楽会の練習 ハロウィン造形
教育発表会

の練習
クリスマス絵

・お正月遊び

・節分の絵
持久走

・持久走

・体力測定

生活に慣れる 布パンツで午睡をする

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

　園庭遊び ことば遊び
・プール遊び

・午睡

　音楽会

（２演目）

　運動会

(４種目）
　園庭遊び

・教育発表会（８

演目）

・クリスマス会

　正月遊び ことば遊び 　学習遊び

遊具・固定遊具 買い物ごっこ シャボン玉 合奏練習 運動会の練習 福笑い・こま 店屋さんごっこ ひらがな学習

紹介ごっこ・お話

し

かけっこ

リレー等
芋苗植え

・言葉遊び　・短

冊造形
音楽会練習 音楽会 ハロウィンの造形

・芋掘り　　　・学

習遊び
クリスマス会

・学習遊び節分の造

形

・ことば遊び　・持

久走

・持久走　　　・体

力測定

午睡をして

休息をとる

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

紹介遊び 運動遊び
・運動遊び

・芋の苗植え

・ことば遊び

・プール遊び

・プール遊び

・午睡

音楽会

(２演目)

運動会

（５種目）
指先遊び

・教育発表会（５演

目）

・クリスマス会

・正月遊び

・持久走

・ことば遊び

・持久走
学習遊び

２階園庭遊び しりとり 水鉄砲 楽器演奏 運動会の練習 かるた・こま等 クイズ 文字・数の学習

新しい環境に慣

れる

秋の自然を感じ

る
教育発表会練習 新年を祝う

　

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

紹介遊び 運動遊び
運動遊び

芋茎植え

ことば遊び

プール遊び

プール遊び

午睡

音楽会

（3演目）

運動会

（７種目）
指先遊び

教育発表会（８演

目）

クリスマス会

正月遊び

持久走

ことば遊び

持久走
学習遊び

こいのぼり造形
家庭の日製作

時計造形

七夕造形
合奏・合唱練習

運動会の練習

ハロウィン造形
教育発表会練習

教育発表会練習

クリスマス造形

書初め

節分造形

雪・氷遊び

ひな祭り造形
卒園造形

園外教育 園外教育 園外教育 夕涼み会 夏まつり 園外教育 学習バス遠足 芋掘り 大掃除
初詣

卒園記念品造形

ことば遊び

発表

お別れバス

遠足

新しい環境

に慣れる

季節の自然

に興味を持つ

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

水分や休息を十分にとり、汗をかいたら沐浴や着替え

をしてもらい快適に過ごす

思いや気持ちを受け止め、安心して

自己主張する

運動遊びを楽しみルールを学ぶ。 音楽会・運動会の練習 進級に向けて成長を感じる

言葉で自己表現する

運動遊び 表現・リズム遊び 園庭探索

●遊びや生活を通して、約束や決まりごとがあること

を知らせる。

●行事への取り組みを通して充実感を味わう。

●基本的習慣が身に付き、自信を持ってのびのびと

行動ができるようにする。

進級に向けた

生活の基礎作り
環境に慣れる 友達と話し合って遊ぶ 時間を決めて活動する

運動

（三輪車・ぶら下がり・マット・屈伸）

●様々な活動を通して、友だちや保育者とのコミュニケーションが取れるようになり、自分を取り巻く環境とのつながりが深まる。

●生活や遊びの中で決まりや約束を学び、守ろうとする。

●動植物との触れ合いの中で自然の美しさを知る。

運動遊び（室内外）

教育発表会の練習

行事の経験を通して協力する楽しさを感じる

自分でやってみようという気持ちを持つ 保育者に援助を求めながら、できることを自分でする

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

●安心した環境の中で身の回りのことに興味を持ち、

少しずつ自分でやってみようという気持ちを持つ。

●保育者の見守りの下、難しいところは保育者に援助

を求めながら、自分で出来る喜びや達成感を味わう。

●保育者の仲立ちの下、友達と会話する楽しさや一

緒に遊ぶ楽しさを味わう。

●子どもの「自分でしたい」という思いや願いを尊重し

て、その発達や生活の自立心を温かく見守り支える。

●自ら行動する力を育てるとともに、友だちと活動を

する楽しさを喜び合えるようにする。

運動遊び（坂道ハイハイ・マット

でこぼこ平均台等）

スプーン・手づかみで食べる フォークで食べる お皿を持って食べる

運動遊び

挨拶をきちんと行う。箸を使って食べる
行事を通して集団行動に

慣れる

●保育者や友だちとのやり取りの中で、自分なりの言葉で思いを伝える。

●安心できる保育者のもと、衣服の着脱・食事・排泄など身の回りのことを自分からする。

●全身運動を楽しみながら、さまざまな動きをしようとする。

・助けを借りながら、衣服の着脱を

自分でしようとする。

園 名

ふれあい遊び

運動

（マット・ぶら下がり・ゴム跳び等）

様々な食材や調理方法、　形状に慣

れる
スプーン・手づかみで食べる

コップを自分で　　　　持って飲

む

全身を使った遊びを楽しむ　　　　　　　　　（ハイハイ、

歩く、登る、おりる等）

手指を使う遊び　　　　　　　（つまむ・

押す・引っ張る等）

食事や午睡、遊びと休息など、

生活のリズムが形成される。

走る・跳ぶ・登る・押す・引っ張るなど

全身を使う遊びを楽しむ。

１歳児

クラス

（ひよこ組１

歳児）

遊び

活動

生活

行事

など

作成日：令和５年５月１１日

２歳児

クラス

（りす組）

３歳児

クラス

（うさぎ組）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（ひよこ組０

歳児）

遊び

活動

生活

行事

など

育みたい・

経験させたい内容

●生活や遊びの中で身近な人の存在に気付き、親しみの気持ちを表し、安心して過ごす。

●応答的な関わりの中で、保育者や友達とのやりとりを楽しむ。

●見る、聞く、触れる、探索するなどの経験を通して、身近な環境への興味や好奇心の芽生えを育む。

育みたい・

経験させたい内容

●保育者等との安心できる信頼関係、安全な環境の下で「自分でやってみよう」という気持ちを持つ。

●適切な環境により、運動、言葉を獲得する。

●探索活動を通して、十分に聞く、見る、触れるなどの経験をし、人や物への関心を広げる。

育みたい・

経験させたい内容

育みたい・

経験させたい内容

●一人一人の発達の過程や興味を理解し、子どもの

探索活動が盛んになるような環境を構成していく。

●生活や遊び、活動全般を通して、保育者が表情豊

かに関わる。

安心して一定の時間午睡をす

る
身の回りのことを自分でしてみようとするオマルや便器で排泄してみる

全身を使った運動

●園生活のリズムや園での生活を通して、基本的な生活習慣を身につける。

●保育者の言葉や話をよく聞き、自分の思いを伝え合う喜びを味わう。

●遊びや生活の中で、自分の感じたことや考えを自分なりに表現することを楽しむ。

　

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

育みたい・

経験させたい内容

遊び

活動

生活

行事

など

４歳児

クラス

（きりん組）

●自分で出来ることに率先して取り組み、出来ない事、苦手な事を知り、挑戦し、取り組もうとする。

●感じたことや思ったことを分かるように相手に伝え、相手の話を聞き、相手を思いやり、理解する。

●身近な自然や公共施設、地域の人など、自分以外のものに多く触れ興味を広げる。

●状況を把握・理解し、主体的に活動や遊びに取り組む。

遊び

活動

生活

行事

など

育みたい・

経験させたい内容

５歳児

クラス

（ぞう組）

●園児同士の関わりを増やし、保育者は必要に応じて

間に入るようにする。

●クラス内の決まりを話し合って決め、物事の善悪を

個人で理解できるようにする。

●文字や数に触れる活動を設定し、年長児になるた

めの基礎作りを行う。

●年長児との合同教保育を増やし、良い姿を真似でき

るようにする。

●園児間でのやり取りは可能な範囲で見守り、必要な

時に声掛けを行う。

●肯定的な声掛けのもと自信へとつなげる。

●道具や玩具、活動に随時使うものは園児がいつで

も使えるように配慮し、生活の中で遊びながら触れ、学

習へとつながる環境を整える。

教育発表会の練習

想像したものを表現する

行事の経験を通して

友達と最後まで成し遂げる事の達成感を感じる

身体を動かす遊び

（かけっこ、ジャングルジム等）

虫探しや水に触れて遊ぶ

など夏の遊びを楽しむ

就学に期待を持ち

自信を持って生活遊びに取り組む

見通しを持って

生活を送る

リズム遊び

マーチング・合奏練習

運動遊びを楽しみ

ルールを学ぶ
言葉で思いを相手に伝える

自分で出来る喜びや達成感を味わう

劇遊び・リズム遊び 園庭遊び・ごっこ遊びふれあい遊び

就学に向けて自信をつける

ことば遊びで自

己表現を楽しむ

夏ならではの遊

びを楽しむ

新しい環境に慣れる 行事の取り組みを通して充実感を味わう。 進級に対する期待を持って生活する
集団生活のルールを

理解する

愛情豊かな受容の下で、

安定感をもって生活をする。
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

手遊び

挨拶をする

絵本・紙芝居読み聞かせ

当番活動・友達との関わり

絵本・紙芝居読み聞かせ

様々なことに挑戦すること

鬼ごっこ

当番活動・友達との関わり

リズムあそび・リトミック・体育・運動教室

リズムあそび・リトミック・体育・運動教室

集団でのゲーム遊び

運動会 発表会

水遊び

園庭散歩（徒歩）

手遊び 積み木あそび歌あそび ままごと遊び

友達との関わり・ごっこ遊び

虫・草花探し

水遊び

おいかけっこ 運動会 発表会

リズムあそび・リトミック粘土遊び

持ち物の整理整頓玩具の片付けをすること

季節感を感じること・暑さ・寒さを感じること

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

できることを自分ですること

保育者との関わり・ふれあいあそび・歌あそび

名前呼び

午睡、ミルク摂取、水分補給

園庭散歩（ベビーカー、徒歩）

オマル、便器での排泄

年下の子の世話・異年齢児との活動

保育者の手伝いをする

様々なことに挑戦すること

言葉遊び体を使うゲーム遊び

５歳児

クラス

（　　A　　）

育みたい・

経験させたい内容
・保育士等（保育教諭等）や友達とふれあい、安定感をもって行動する

・子ども達に対して、

どの活動や行事も意

欲や興味が持てるよ

うな声掛けや関わり

をする。

・子ども達が挑戦しよ

うという気持ちを持て

るようにする。

遊び

活動

生活

行事

など

・子ども一人ひとりに

合った援助をしてい

く。

・友達との関わりも多

く持てるような保育を

する

遊び

活動

生活

行事

など

制作活動（絵画・造形）

４歳児

クラス

（　　B　　）

育みたい・

経験させたい内容
・様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。

体育・運動教室

集団でのゲーム遊び

制作活動（絵画・造形）

３歳児

クラス

（　　C　　）

育みたい・

経験させたい内容
・様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。

・自分の身の回り

の事を自分の力で

出来るよう援助し

ていく。何事も意欲

的に挑戦できるよ

うに声掛け、援助

をする。

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

簡単な衣服・靴の着脱

トイレトレーニング

２歳児

クラス

（　ほし2　）

育みたい・

経験させたい内容
・身の回りを清潔に保つ心地よさを感じて、その習慣が少しずつ身につく。

・成長に合わせた声

掛けをする。

・コミュニケーションを

とり関わる

会話・コミュニケーション ルール・約束を守ること

手洗い・消毒・うがい

体操遊び・手指を使うあそび・まねをすること・ごっこあそび

１歳児

クラス

（　ほし1　）

育みたい・

経験させたい内容
・保育士等（保育教諭）の愛情豊かな受容の下で、安定感をもって生活する。

・月齢に合わせて環

境を整える。

・子ども達同士で関

わる

遊び

活動

生活

行事

など

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

園 名
作成日：　　    　令和5年　　 5 月　　  11日

０歳児

クラス

（　ほし1　）

育みたい・

経験させたい内容

・保育士等（保育教諭等）の愛情豊かな受容の下で、生理的・心理的欲求を満たし、心

地よく生活をする

・一人ひとりと丁寧に

向き合い、コミュニ

ケーションを取る。

・個人の性格や月齢

をよく把握して関わり

をする

遊び

活動

生活

行事

など

オムツ替え・トイレの援助・着替えの援助

名前呼び

保育者との関わり 友達との関わり

できることを自分ですること

会話・コミュニケーション挨拶をすること

午睡・おむつ替え・トイレの援助
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ごっこ遊び お絵描き

入園式
お店屋さん

ごっこ
運動会 保育発表会 音楽会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水遊び

お店屋さん

ごっこ
運動会 保育発表会 音楽会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入園式
お店屋さん

ごっこ
運動会 保育発表会 音楽会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入園式 健康診断 歯科検診
お店屋さん

ごっこ 運動会 保育発表会 音楽会 お別れ会

大型鯉のぼり 歯磨き開始 七夕行事

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

話を聞く
保育士、友達

とのかかわり

入園式
お店屋さん

ごっこ
運動会 保育発表会 音楽会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

運動遊び リズム遊び・音遊び

生活の援助(食事・排泄) オマルトレーニング

友達と関わり集団で過ごす　　　　　　　　　トイレトレーニング

食育(芋の苗植え、芋ほり)

戸外(固定遊具)鬼ごっこ 集団でのゲーム遊び　どろんこ遊び　かけっこ　　　うんてい　　　縄跳び

体操、ふれあい遊び ぬりえ、言葉遊び ごっこ遊び　　　　　　　　　　カードゲーム リズム遊び 集団遊び

運動会の練習 リトミック　　リズム遊戯
当番活動→　　　身支度　挨拶　　→　　　　　意見を発表する　→

食具の使い方　　ルールを守る→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基本的な生活習慣の確立→

造形　ハサミ　のり　絵具

戸外遊び(運動、自然物、虫などの触れ合い、園外散歩、園芸(朝顔、チューリップ)

制作(造形、絵画、作品展)

楽器演奏(鼓隊、合奏、和太鼓)　　　　　→　　運動会　　　　　　保育発表会　　音楽会などの発表

様々なことに挑戦すること

言葉遊び(ごっこ遊び、正しい言葉づかい)

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（きりん）

５歳児

クラス

（ぞう　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（こあら）

３歳児

クラス

（ぱんだ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（ひよこ）

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

子どもの主体性や

自主性を引き出し

ていく。それらを通

じて喜びや感動、

発見をしっかり表

現できるきっかけを

たくさん作る。

生活や遊びの中で様々なものに触れ、音、形、色、手触りなどに気づき、

感覚の働きを豊かにする

育みたい・

経験させたい内容

昔遊び・歌遊び・手作り楽器遊び

育みたい・

経験させたい内容

生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ豊かなイメージを持ち

感動し、伝え合う事を楽しむ

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

一人一人の成長に

合わせた支援をす

るとともに遊びや

生活、行事など日

頃から活動に繋が

りを持って保育す

る。

言葉を引き出せる

ように対話を心掛

け共感できるように

する。伝わったこと

を共に喜ぶ。

子ども一人一人の理解を確認し

ながら自分が出来た達成感を喜

べるよう関わる。出来たことが当

たり前になるとほめる関わりが

減ったり確認が不足したりする

事が起きる為子どもの頑張りや

自立を認める関わりを心掛ける

生活の中で様々な音、形、手触り、動き、味、香りなどに気づいたり、感じ

たりして楽しむ

育みたい・

経験させたい内容

保育士等(保育教諭等)からの話や出来事を通じ生活や遊びに生かそうと

する

育みたい・

経験させたい内容

異年齢児と関わる中

で色々な遊びを繰り

返し経験し模倣が出

来るように援助する。

運動遊びを積極的に

取り入れる。音楽を

取り入れた遊びの工

夫を図る。

季節を感じる遊び ごっこ遊び

お名前呼び

給食を喜んで食べる

園 名

１歳児

クラス

（うさぎ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

園内、戸外探索 制作遊び 運動遊び まねっこダンス リズム遊び

砂場遊び

育みたい・

経験させたい内容

作成日：　　    　年　　  月　　  日

いろいろな体験を通じて言葉を用いてイメージが出来るようになる

育みたい・

経験させたい内容

したいこと、してほしいことを言葉にしたり、分からないことを尋ねたりし、

表現できる事を認められ喜ぶ

指先遊び・ボール遊び

生活の仕方を覚える・排泄の間隔が分かってくる 食事の自立・道具の使い方の理解が深まる 生活の見通しが分かるようになる

色の理解・形の認識・並べる遊び 道具の使い方・ハサミの正しい持ち方 形を並べてイメージした物を作る

食事面　椅子に座る　準備片付け 箸で食べる

リトミック

トイレトレーニング トイレに行きたいこと(尿意)を伝える

触れ合い遊び・保育者との関わり

探索活動・移動遊び 誘導ロープを使って歩く

園庭散歩・日光浴 友達と関わる

手指を使う遊び 水遊び

自分の言葉で伝

えられるよう尋ね

方を工夫して言

葉を引き出せるよ

うにする。

挨拶、返事をする 集団遊び　ごっこ遊び ルール遊び

ブロック遊び 手指を使う遊び パズル　ぬりえ

リトミック リズム遊び　ダンス

挨拶をする事・返事をする事・目を見て聞き、少しずつ予測して動こうとする

走る・跳ぶ・バランス遊び 水・泥遊び 集団遊び・リズム遊び・表現遊び
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

３歳児

クラス

（うめ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

粘土あそび　シールあそび　お絵描き　自由画　パズル　ブロックあそび　積み木(自分の意識で物を操作）　　

おいかけっこ 運動あそび 総合遊具、固定遊具でのあそび（運動のバランスをとる）

「やってみたい」

気持ちを大切にし

一緒に遊んだり

見守ったりする。

育みたい・

経験させたい内容

見立てあそび

簡単な衣服、靴の着脱

自分の「好き」を知ることで自己を理解し、

他者を理解する。

好き嫌いも激しくなる 友だちと一緒に食べるのが楽しい

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（たけ）

５歳児

クラス

（まつ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

排泄・着脱・食事の習慣が一通り身につく

遊びや生活の

中で友達との

関わりを十分

重ねていけるよう

見守る。

砂場あそび　　泥んこあそび　　水あそび（遊び方を試したり、感触を味わったり素材のおもしろさを楽しむ）

物の貸し借りができる

一人ひとりの思いも

尊重し、仲間の中でも

自分らしさを発揮

できるように

関わったり

見守ったりする。

友だちとの関り・協同あそび（それぞれが分担して一つのあそびを完成させる）

砂場あそび　　泥んこあそび　　水あそび（素材の特徴や性質がわかり取り入れて遊ぶ）

人の意見を受け入れる→話し合う→折り合いをつける

自分で気付いて衣服の調節、手洗いなど行う

手指を使うあそび（５本の指を使えるように）

砂あそび（手や足で砂、水、泥の感触を味わう）

簡単な手伝いをする

　　　　　　　こぼしながらも自分で食べる

一緒に手洗いをする 排泄の援助

園 名

１歳児

クラス
（つぼみ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

移動あそび（ハイハイ、高這い）

手づかみ食べをする

探索活動（一人歩き、姿勢を保つことができるようになる）

手指を使うあそび（手を伸ばしてつかむ） （親指と人差し指でつまむ） （ひっくり返す）

ふれあいあそび（大人とあそぶ）

作成日：　　    　2023年　　５  月　　１０  日

一緒に手洗いをする

０歳児

クラス
（たんぽぽ）

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

様々なあそびに

挑戦できる

ようにする

一人ひとりの

思いに寄り添う

関わりをする。

２歳児

クラス

（もも）

育みたい・

経験させたい内容

一人ひとりがありのままで過ごし、

身近な人に受け止めてもらう充実感を味わう。

育みたい・

経験させたい内容

粗大、微細あそびを意識して取り入れ、運動あそびを

充実させることで全身であそぶことを楽しむ。

育みたい・

経験させたい内容

身の回りの清潔を保育者と一緒に保つようになる

保育者との関わりの中で自己主張や甘えを十分に発揮する。

一人ひとりの

発達段階や

生活リズムを

把握し、それぞれに

合わせた関わりを

意識して愛着関係を

築く

好きなおもちゃであそぶ（一人あそび）

保護者との関わり（知らない人を意識する） （泣かずに欲しいものを示す）

コップから飲む

排泄の援助

気の合う友達と同じあそびをする

着替えの始末を一人でするようになる

友だちとの関り（同じことをしたり、していることを伝えたりする）　（友だちとイメージを重ねる）　（ルールのあるあそびをする）

ボールあそび 滑り台あそび マットあそび 大型ブロック 運動あそび（四肢の動きが発達する）

手あそび わらべうた お絵描き

砂場あそび どろんこあそび 水あそび（道具を使って楽しむ）

育みたい・

経験させたい内容

砂場あそび　　どろんこあそび　　水あそび（泥、砂、水の感触を味わいながら楽しむ）

自分の思いを言う

自分で手を洗う よごれたことに気付いて自分できれいにする

おいかけっこ　　ままごとあそび 友だちとの関わり

育みたい・

経験させたい内容

さまざまな事象に興味・関心をもち、保育者や友だちとの

関わりを広げて、社会性を身に付ける。



 122  



 123  

育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

リズム遊び ブーブー車 滑り台

砂遊び おいかけっこ

トンネル遊び

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

凧あげ

運動会 芋ほり 発表会 豆まき

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

凧揚げ

運動会 芋ほり 発表会 豆まき ひなまつり

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運動会 芋ほり マラソン 発表会 豆まき

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

凧あげ

運動会 芋ほり マラソン 発表会 豆まき

鬼ごっこ 鉄棒 うんていかけっこ リレー なわとび

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ルールのある遊びを

友だちと楽しみながら、

園外活動 園外活動 園外活動 運動遊びを通して

　　　　　　リトミック遊び プール・水遊び ダンス 戸外遊び 凧あげ 周りとの関わりかたな

いちご狩り スイミング 運動会 芋ほり マラソン 発表会 豆まき どを学べるように

鉄棒 なわとび 縦割り活動 ドッチボール・鬼ごっこ 集団活動・ゲーム 設定をする。

基本的生活習慣の確立

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

戸外遊び（固定遊具・砂場・鉄棒・かけっこ）

プール・水遊び

リトミック・リズム遊び

ふれあい遊び・わらべ歌遊び 粗大遊び（巧技台・マット・跳び箱・平均台）

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（きりん）

５歳児

クラス

（ぞう　　　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（　りす　）

３歳児

クラス

（ うさぎ ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など
基本的生活習慣の確立

０歳児

クラス

（ひよこ）

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

個々の発達に応じて

子どものチャレンジ

する気持ちにしっか

りと向き合い、適切

な援助をしながら、生

活に必要な生活習慣

を習得していくように

する。

子ども達が楽しみな

がら、1つひとつ達成

感を味わい、友達同

士での会話が生まれ

るようにする。

マット遊び

ひなたっぼこ

育みたい・

経験させたい内容
自分の体を十分に動かし様々な動きをしようとする。

育みたい・

経験させたい内容

健康、安全な生活に必要な習慣に気づき、自分でしてみようとする

気持ちが育つ。

育みたい・

経験させたい内容

戸外遊び（固定遊具・砂場・ボール・カラーフープ・車） 屋内サーキット

粗大運動（巧技台・平均台・トンネル・トランポリン）・微細運動（机上遊び）・リトミック

探索活動（虫採り）

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（ことり）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

ふれあい遊び・わらべ歌遊び

探索活動・移動遊び

園庭散歩 リズム遊び

基本的生活習慣の援助

真似っこ遊び

水遊び

体操遊び

巧技台

保育者や友達と関わ

りながら遊ぶ楽しさを

味わう中で、ルール

や決まりを守る大切

さを伝えていく。活動

を通して、自分に自

信を持てるような関

わりをする。

ボール・風船遊び

手押し車

粗大運動（巧技台・平均台・トンネル）・微細運動（机上遊び）・リトミック

探索活動 水遊び かけっこ・体操 マラソン しっぽとり

わらべうた遊び・伝承遊び・楽器遊び・感触遊び

基本的生活習慣の習得

作成日：　令和５年　　５ 月　　１２ 日

水遊び かけっこ・体操

育みたい・

経験させたい内容
発達に合わせて身体活動を活発に行う。

基本的生活習慣の確立

育みたい・

経験させたい内容
人との関わりを意識しながら、向上心を持って活動に取り組む。

ふれあい遊び（わらべうた・集団活動） 粗大遊び（巧技台・マット・跳び箱・平均台）

育みたい・

経験させたい内容
様々な運動を通して、主体的に自立心を高めていく。

わらべうた遊び・伝承遊び・楽器遊び・感触遊び

基本的生活習慣の確立

マラソン・椅子取りゲーム しっぽ取り・だるまさんが転んだ

戸外遊び（固定遊具・砂場・ボール・カラーフープ・車・三輪車）

基本的生活習慣の自立

ふれあい遊び（わらべうた・集団遊び）

いちご狩り　　　スイミング

基本的生活習慣の確立

三輪車 集団活動・ゲーム

粗大遊び（巧技台・マット・跳び箱・平均台）

リトミック・リズム遊び

戸外遊び プール・水遊び 運動遊び・ダンス 楽器遊び

個々の発育や発
達状況に応じて
⼦どもが⾃ら興
味を持って遊び
たくなるような
環境を設定する。

⼦どもの発達
過程を⾒極め、
安全⾯に配慮
しながら必要
な環境を整え
ていく。
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

作成日：令和５年　４月　　２７日

友達と関わりながら、体を動かし遊ぶ。

育みたい・

経験させたい内容

友達と一緒に様々な運動あそびを楽しみ、体を動かす心地良さや、面白

さ、出来た喜びを感じる。

育みたい・

経験させたい内容

友達と刺激を受け合いながら、様々な運動あそびに関わり、体を思い切り

動かす楽しさと達成感を感じる。

・子どもの発達に

あった用具やあそ

びを準備する。

・友達と一緒に楽し

めるように、集団で

の運動あそびを取

り入れる。

園庭散歩（徒歩）　　探索活動　　　

総合遊具、固定遊具でのあそび

リズムあそび・ダンス　　　体操あそび

トンネルあそび　　マットあそび　　すべり台あそび　　　ボールあそび　　　三輪車・ブーブー車

砂場あそび　　おいかけっこ　　探索活動　

園庭散歩 園庭散歩　　　園外散歩

水あそび

育みたい・

経験させたい内容

・保育者との愛着

関係を築き、温か

いふれあいの中で

発達を促していく。

・個々の発達に

合った環境を設定

し、安全面には十

分に配慮する。

トンネルあそび　　マットあそび　　すべり台あそび　　ボールあそび

保育者とのかかわり

総合遊具、固定遊具でのあそび

リズムあそび・ダンス　　　体操あそび

水あそび

トンネルあそび　　マットあそび　　すべり台あそび　　　ボールあそび　　　三輪車・ブーブー車

砂場あそび　　おいかけっこ　　

育みたい・

経験させたい内容
保育者に見守られながら、十分に体を動かす。

育みたい・

経験させたい内容
保育者に見守られる中、体を動かし遊ぶ。

育みたい・

経験させたい内容
保育者と一緒に全身を使うあそびを楽しむ。

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・一人一人の発達

に応じ、体を動かし

て遊ぶ場を十分に

確保する。

・自ら体を動かそう

とする意欲が育つ

ように、保育者が

遊びに誘っていく。

・発達に応じた運動

あそびが楽しめる

ように環境を設定

し、体を動かす機

会を十分に確保す

る。

・保育者や友達と

一緒に楽しめるよ

・友達と一緒に体を

動かして遊ぶこと

を楽しめるように、

活動を工夫する。

・新たな運動にも

やってみようという

気持ちがもてるよう

に関わる。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（ひよこ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

園庭散歩（ベビーカー・徒歩）

移動あそび（ハイハイ、伝え歩き）　　　探索活動

リズムあそび・体操あそび

ふれあいあそび（室内） ふれあいあそび（室内・⼾外）

・友達と競ったり、

協力したりする場

面を大切にする。

・新しい運動に対

し、自ら意欲的に

取り組めるように働

きかける。

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（きりん）

５歳児

クラス

（ぞう　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（りす）

３歳児

クラス

（うさぎ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（ひよこ）

総合遊具、固定遊具でのあそび

　　　体操　　わらべうたあそび　　ふれあいあそび

　　マットあそび　　すべり台あそび　　　ボールあそび　　　三輪車・足こぎ自動車

砂場あそび　　おいかけっこ　　虫探し・草花探し　　鬼ごっこ　　集団でのゲームあそび

かけっこ水あそび

園外散歩

総合遊具、固定遊具でのあそび　　鉄棒　　うんてい　　登り棒

　　　体操　　わらべうたあそび　　

水あそび　　プールあそび 運動会に向けて

園外散歩

　　マットあそび　　すべり台あそび　　　ボールあそび　　　三輪車・足こぎ自動車

砂場あそび　　おいかけっこ　　虫探し・草花探し　　鬼ごっこ　　集団でのゲームあそび　　縄跳び

水あそび　　プールあそび 運動会に向けて

総合遊具、固定遊具でのあそび　　鉄棒　　うんてい　　登り棒

　　　体操　　わらべうたあそび　　

砂場あそび　　虫探し・草花探し　　鬼ごっこ　　集団でのゲームあそび　　縄跳び　　長縄あそび

　　マットあそび　　すべり台あそび　　　ボールあそび・ドッジボール　　三輪車・足こぎ自動車

園外散歩　　
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
おむつ替え

給食

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

三輪車

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
絵本・紙芝居

の読み聞か

せ

植物・野菜の

栽培

衣服の洗濯・

調節

植物・野菜の

栽培

植物・野菜の

栽培

当番活動

集団での

ゲームあそ

び

積み木・ブ

ロックあそび

朝の会・

帰りの会

年下の子・

友だちの世

話

運動会 劇あそび 発表会

絵本・図鑑を

読む

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

砂場あそび 水分摂取・水分補給

粘土あそび 時間の認識を持つこと

ごっこあそび 集団でのゲームあそび

言葉あそび
他クラス・異年齢児との

活動

鬼ごっこ さまざまなことに挑戦すること

水あそび

保育者とのかかわり 友達とのかかわり

ままごとあそび プールあそび 運動あそび ごっこあそび

育みたい・

経験させたい内容

自分のできることは自分でやろうとする。

友達と思いを伝え合い、思いを知ろうとする。

制作活動

手あそび リズムあそび 言葉あそび

植物・野菜の栽培 意見など発表する

追いかけっこ 鉄棒 ボールあそび

体操

水あそび 落ち葉・どんぐり拾い 正月あそび

砂場あそび 泥あそび

発表会運動会

植物・野菜の栽培
午睡・休息する

こと
片付け・整理整頓・掃除

手指を使うあそび

砂場あそび

どろんこあそび 落ち葉・どんぐり拾い

草花あそび

ふれあいあそび 集団でのゲームあそび 体を使うゲームあそび

当番活動

生活やあそびの中で色々なことを経験し、友達とのかかわりを広げていく。

育みたい・

経験させたい内容

身近な環境に興味や関心をもち、豊かな感性を育む。

自ら進んで活動や表現をしようとする。

長い目で子ども

一人一人を見守

り、少しの成長を

認めたり一緒に

喜んだりする。

育みたい・

経験させたい内容
保育者としっかりかかわり、愛着関係を築き、心身ともに安定した子ども。

育みたい・

経験させたい内容

３歳児

クラス

（　ばら　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（たんぽぽ）

作成日：　　    　令和５年　 ５月　１７ 日

保育者とのかかわり クラスでの交流 会話・コミュニケーション

ふれあいあそび 絵本・うた

給食・午睡・おむつ替え

手あそび・リズムあそび

・子ども自身が活

動に期待をもち、

参加できる環境を

整える。

・「やってみたい」と

思えるような言葉

掛けをする。

マットあそび フ―プあそび 大型ブロック

給食・おむつ替え・トイレの援助・手洗い

ままごと

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・一人一人の成

長に合わせて援

助する。

・信頼関係を築き

安心して生活が

できるようにす

る。

個人差に配慮し、

一人一人に合わ

せた援助ができ

るようにする。

子どもがやって

みたいと思えるよ

うなあそびや、生

活の環境づくりを

する。

安心できる環境で、思いを表現する。

体をのびのびと動かす。

育みたい・

経験させたい内容

簡単な身の回りのことを自分でしようとする。

保育者の仲立ちによって友達とのかかわりを広げながらあそびを楽しむ。

育みたい・

経験させたい内容

一人一人の発達

に合わせた生活

やあそびに配慮

していく。

手あそび・わらべうた・うた・絵本

草花・虫探し 感触あそび

粘土あそび 製作あそび

季節感を感じること

ふれあいあそび

戸外（砂場、ミニカー） 戸外（散歩）

園 名

１歳児

クラス

（すみれ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

保育者とのかかわり 食具の使用

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（　ゆり　）

５歳児

クラス

（　きく　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（　もも　）

午睡

保育者とのかかわり

絵本の読み聞かせ

手あそび 挨拶をする

簡単な会話・コミュニケーション

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

シャワー

ふれあいあそび

保育者とのかかわり 友達とのかかわり
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

片付け・身支度をすること 当番活動

排泄の仕方を知る 衣服の着脱

集団でのゲームあそび簡単なルールのあるあそび

手洗い・消毒・うがい

簡単な衣服の着脱食具の使用・トイレトレーニング

できることを自分ですること・自分でしようとしうとする

保育者との関わり・友達との関わり

ままごとあそび ごっこあそび

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（きく）

５歳児

クラス

（ゆり）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス
（ちゅうりっぷ）

３歳児

クラス

（さくら）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（もみじ）

・保育者や友達に親

しみをもち、安心して

生活できるように環

境を整える。

・ひとりひとりができ

ることを増やせるよう

に援助・言葉がけを

行っていく。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

手洗い・消毒

衣服の選択・調節 午睡・休息をとる 衣服の選択・調節

保育者の手伝いをすること

園 名

１歳児

クラス
（ちゅうりっぷ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

・生活全体を通して、自

分で考え判断し、状況に

応じた行動ができるよう

に援助する。

・自分の健康やからだに

関心をもてるよう、５歳児

に伝わることばけを心が

ける。

育みたい・

経験させたい内容
衛生的で快適な環境の中で、心地よさを感じる。

育みたい・

経験させたい内容
身の回りを清潔に保つ心地よさを感じ、その習慣に少しずつ関心をもつ。

育みたい・

経験させたい内容

ふれあいあそび

保育者との関わり(ぽっとん落とし、積み木、ぬいぐるみ・絵本）

日光浴・シャワー・沐浴

・子どもの生活リズ

ムを理解し、個別

に対応する。

・保育園で安心し

て心地よく過ごせ

るように配慮する。

作成日：　　    　2023年　　 5月　　 10日

日常生活に必要な生活習慣や態度を知り、自分でやってみようとする。

育みたい・

経験させたい内容
日常生活に必要な習慣や態度をみにつけ、自分で丁寧に行う。

育みたい・

経験させたい内容
健康な生活に必要な習慣や態度を身につけ、見通しをもって生活する。

育みたい・

経験させたい内容

・子ども達が自分でしよ

うとする姿を認め、自信

をもって取り組めるよう

にする。

・必要に応じ個別に関わ

り、身の回りのことを丁

寧にできるようにする。

片付け・整理・整頓

食事準備・片付け

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・子どもの自分でし

たい気持ちを尊重

し、生活面では、

繰り返し丁寧なか

かわりを心がけ

る。

・自分でしようとす

る気持ちを大切に

し、自分でできるこ

とを増やしていく。

・ひとりひとりの発

達段階をふまえ援

助する。

わらべうたあそび

給食を食べる・ミルク摂取・水分補給

生活の援助（食事・排泄）

生活の援助（食事・排泄）

トイレトレーニング

シャワー

保育者との関わり 集団ですごすこと

ふれあいあそび 感触あそび

生活に必要な習慣に気づき、保育者の手を借りながらやってみようとする。

まねっこあそび 手指を使ったあそび

保育者との関わり 友達との関わり

季節を感じる

園庭・園外散歩 水あそび・泥んこあそび 園庭・園外散歩

三輪車・運動あそび・探索あそび・探索活動・ブロックあそび・ままごとあそび・パズル

保育者との関わり 友達との関わり 意見などを発表すること

他クラス・異年齢児との活動 年下の子・友達の世話

ルールや約束を守る 他クラス・異年齢児との活動

手洗い・消毒

当番活動

当番活動 さまざまなことに挑戦すること

ルールや約束を守る 時間の意識をもつ

衣服の選択・調節 午睡・休息をとる 衣服の選択・調節
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

会話コミュニケーション

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

保育者との関わり

砂場あそび・虫探し・草花探し かけっこ・運動会 おいかけっこ・かけっこ

ごっこあそび・積み木・ブロックあそび 

ルール・約束を守ること・朝の会・帰りの会 当番活動

集団でのゲームあそび(室内・屋外)

リズムあそび・リトミック・踊り・ダンス

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

友だちとの関わり

他クラス・異年齢児との活動

さまざまなことに挑戦すること

ルール・約束を守ること　挨拶をすること

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

集団でのゲームあそび

鬼ごっこ 運動会

ボールあそび(野球) サッカー

鉄棒・なわとび・長なわとび

時間の認識をもつこと

友だち・保育者との関わり 年下の子・友だちの世話

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

園 名
作成日：　　    ５年　　 ５月　　  日

０歳児

クラス

（　うめ　）

育みたい・

経験させたい内容
欲求が満たされ、安定感をもって過ごす。

子どもに対して応

答的な関わりを意

識し、保育者と周

囲の子どもと安定

した関係の中で欲

求が満たされるよ

うにする

遊び

活動

生活

行事

など

ふれあいあそび（室内）

あやし歌（室内） 手あそび（室内）

園庭散歩（屋外）〈抱っこ→徒歩〉

ふれあいあそび（室外） おいかけっこ（屋外）

音あそび ぽっとん落とし 手指を使うあそび

ミルク摂取・水分補給、給食を食べること、午睡、おむつ替え、トイレの援助（生活）

１歳児

クラス

（　うめ　）

育みたい・

経験させたい内容
安定した関係の中で共に過ごす心地よさを感じる

安心して気持ちを

表せるように温かく

見守りながら関わ

る楽しさを伝えて

いく

遊び

活動

生活

行事

など

保護者との関わり

散歩 散歩

手あそび・歌あそび

保育者も一緒に

遊びながら、周り

の子も興味がも

てるような言葉を

かけ、誘いかけ

る。

遊び

活動

生活

行事

など

保護者との関わり

園庭散歩

ブロック

おにごっこ・おいかけっこ

ごっこあそび

挨拶・名前呼び

３歳児

クラス

（さくら）

育みたい・

経験させたい内容
友達のよさに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう。

２歳児

クラス

（　もも　）

育みたい・

経験させたい内容
保育等の仲立ちにより、他の子どもとの関わり方を少しずつ身につける

遊び

活動

生活

行事

など

４歳児

クラス

（しょうぶ）

育みたい・

経験させたい内容
友達との関わりを深め、思いやりをもつ。

友だちとのやりとり

の中で、自分の気

持ちとは異なった

他者の気持ちに気

づいたり、理解した

り、共感したりする

ことを一緒に考え

ていく。

遊び

活動

生活

行事

など

保育者が仲立ちとな

り、遊びの中で、順

番を守ったり、友だち

と少しずつ分け合っ

たりなど、自分ででき

ることだけでなく、決

まりを守りることの大

切さを伝えていく。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

５歳児

クラス

（もみじ）

育みたい・

経験させたい内容
友だちと楽しく生活する中で、きまりの大切さに気付き、守ろうとする。

友だちに対して思

いやりをもち、相手

の気持ちに気づけ

るよう、保育者が

仲立ちをしたり、言

葉掛けをしたりして

援助する。

遊び

活動

生活

行事

など
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

園外散歩

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

園外散歩

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

芋ほり

園外散歩

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

クッキング

芋ほり

園外散歩

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

芋ほり

園外散歩

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

歯磨き

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（きく）

５歳児

クラス

（　ゆり　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（たんぽぽ）

３歳児

クラス

（さくら）

遊び

活動

生活

行事

など

給食・おやつを食べること　　楽しく食事をする　　食育活動　　食具の使用

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

給食（食事の準備）・片付け　保育者の手伝い　当番活動

育みたい・

経験させたい内容

・さまざまな経験を通して、食べることへの意欲をもつ。

・健康な体づくりと食べ物の関係を知る。

伝統食やその由来を知る

育みたい・

経験させたい内容

野菜の生長を見る 収穫した野菜を見たり食べたりする

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・アレルギー児の誤食に注意し、

二重チェックを行う。

・楽しく、おいしく食べられるよう

に量を個別に調節する。

・絵本やカードを通して、いろい

ろな食べ物に興味がもてるように

する。

・補助具を使用しながら、正しい

姿勢で食事できるようにする。

・アレルギー児の誤食に注意し、

二重チェックを行う。

・楽しく、おいしく食べられるよう

に量を個別に調節する。

・絵本やカードを通して、いろい

ろな食べ物に興味がもてるように

する。

・補助具を使用しながら、正しい

姿勢で食事できるようにする。

・アレルギー除去など、

医師の指導のもと個々

に対応する。

・メニューや食材の話題

から食事に興味をもてる

ように促す。

・楽しく、おいしく食べら

れるように量を調節す

る。

・ゆったりとした雰囲気の中で、食事を楽しむ。

・食べ物への興味や関心をもつ。

育みたい・

経験させたい内容

・ゆったりとした雰囲気の中で、食事を楽しむ。

・食べ物への興味や関心をもつ。

育みたい・

経験させたい内容

・保育者に慣れ,親しみが

もてる関係作りをする。

・安心して食べることが

できる環境を作る。

・いろいろな食材に慣れ

食べられるように家庭と

園で連携する。

春野菜の収穫

園 名

１歳児

クラス

（ちゅうりっぷ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

野菜・果物の

名前を知る
旬を知る

育みたい・

経験させたい内容

・ゆったりとした雰囲気の中で、食事を楽しむ。

・食べ物への興味や関心をもつ。

育みたい・

経験させたい内容

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（ちゅうりっぷ）

園庭散歩 園庭散歩

・友達と一緒に食べる楽しさを知る。

・いろいろな食材に関心をもつ。

・野菜の生長を一緒に

見たり、世話をする中

で、変化に気付くように

働きかけたり、収穫を喜

び合うことで食に興味が

もてるようにする。

・正しい生活習慣と食事

の関係や体の健康との

関係について気づかせ

ていくようにする。

・しっかり噛むことやきれ

いに食べることを意識す

る。

・食物を育てることで育っ

た喜びや、収穫して食べ

ることへの期待感をもて

るように働きかける。

作成日：　　   R5年　　5 月　16 日

楽しく食事をする

・身の回りを清潔にしながら食事をし、生活に必要な習慣を身につける。

・食物の成長過程を通じて、興味をもったり、粗末にせず命を大切にできるようになる。

安心して生活をする 生活リズムを形成する

苦手な物も食べてみようとする 食事のマナーを知る

運動あそび

夏野菜の栽培・収穫

行事食を知る 行事食を知る

園外散歩 園外散歩

身の回りのことを自分ですることが身につく

安心して生活をする

苦手な物も食べてみようとする 食事のマナーを知る

運動あそび

行事食を知る 行事食を知る

楽しく食事をする 食事のマナーを知る

ゆったりとした中で食事や間食を楽しむ

わらべうたあそび・ふれあいあそび・手あそび・歌あそび・砂あそび・探索あそび

戸外あそび・探索あそび

園庭散歩 園庭散歩

植物・野菜の栽培　　　季節・気候の変化に気付づくこと

健康診断　歯科検診 芋ほり　遠足 クッキング調理体験

園外散歩 園外散歩

手洗い・消毒 水分補給　午睡・休憩すること 時間の認識をもつこと

安心感をもって生活する 生活リズムを形成する

旬を知り、季節を感じる

運動あそび

春野菜の収穫 夏野菜の栽培・収穫

行事食を知る 行事食を知る

　ままごとあそび　運動あそび　お店屋さんごっこ　絵本図鑑を読む

野菜に触れ、食べる

運動あそび

夏野菜の栽培・収穫 春野菜の栽培

行事食を知る 行事食を知る

園外散歩 園外散歩

食事を楽しむ 身の回りを清潔にする 食具や姿勢などの食事マナーに気を付ける 食事量を増やす

生活リズムを形成する 身の回りのことを自分ですることが身につく

楽しく食事をする
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

正月あそび

運動会 遠足

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

園小交流 運動会 園小交流 発表会① 発表会② 園小交流

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（ひまわり）

５歳児

クラス

（ゆり）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス
（ちゅうりっぷ）

３歳児

クラス

（すみれ）

０歳児

クラス

（もも）

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

（前半）一人一人の気持ちを受け

止め、応答的な関りを通じて信頼

関係を築き、保育者との関りを心

地よいと感じられるようにする。

（後半）友達との言葉やあそび

のやり取りを仲立ちし、一緒に遊

ぶ楽しさを感じられるようにす

る。

･自分で使用とする気持ちを大切

にしながら、できた喜びを味わえ

るように援助する。

・子どもの驚きや発見に共感し

たり、子ども同士の様子を見なが

ら言葉を掛けたりしていく。

・自分でしたいという

気持ちを大切にし、

援助していく。

・友達と一緒に過ご

す楽しさが経験でき

るようにしていく。

育みたい・

経験させたい内容
保育者の仲立ちにより、他の子どもとの関わり方を少しずつ身に付ける

育みたい・

経験させたい内容

落ち着ける場所の設定

や、１対1のゆったりとし

た温かいやり取りの時

間をもつ

・個々に合わせた丁寧な

対応で安心して過ごせる

ようにし、成長を促すあ

そびを満足いくまで楽し

めるようにする。

絵本

わらべうた（ふれあいあそび）

ふれあいあそび まねっこあそび

まねっこあそび ごっこあそび

保育者との関わり（生活）

園 名

１歳児

クラス
（たんぽぽ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

ふれあいあそび（保育者との関わり）

虫探し・草花摘み

生活の援助・トイレトレーニング

・活動、行事が多いため、計画

的にすすめる。

・子ども達が見通しをもち、意欲

的に活動できるようにする。

・子ども達が自信をもって表現で

きるようにする。

・様々な人とのかかわりの中で、

小学校就学に期待感をもつ。

育みたい・

経験させたい内容

生活やあそびの中で、自分の身近な人の存在に気付き、親しみの気持ち

を表す

育みたい・

経験させたい内容
保育者の仲立ちにより、他の子どもとの関わり方を少しずつ身に付ける

友達のよさに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう。

・子ども達と一緒に、「ど

うすればよいか」を考え

る。

・保育者が仲立ちしなが

ら気持ちを伝え合った

り、相手の気持ちに気付

いたりできるようにす

る。

ふれあいあそび 集団で過ごすこと 友達との関わり

異年齢児との交流

ごっこあそび

野菜の栽培

作成日：　令和５年　５ 月　10  日

友達のよさに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう。

育みたい・

経験させたい内容
友達のよさに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう。

砂場（泥んこ）

集団あそび・ルールのあるあそび

散歩（異年齢）

人形あそび・ごっこあそびままごとあそび

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

探索活動（室内） 探索活動（室外）（屋外）

生活の援助（給食を食べる・おむつ替え・午睡・着替え）

わらべうた（ふれあいあそび）

ごっこあそび

日々のあそび・食事・排泄・生活活動等

友達とのかかわり

ルール・約束を守ること

他クラス・異年齢児との活動

ごっこあそび

集団でのゲームあそび 劇あそび

水遊び・プール 発表会 楽器演奏

運動あそび（競争・協力・集団・跳び箱・マット・鉄棒・ボール等）

野菜の栽培 野菜の栽培

水あそび

異年齢児との交流

当番活動・食育活動

縦割り（異年齢）活動

育みたい・

経験させたい内容

探索活動（虫探し） 探索活動（秋の自然）
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

他クラスとの交流

ごっこあそび

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（　きく組

）

５歳児

クラス

（　ゆり

組　　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（　たんぽ

ぽ　　　　）

３歳児

クラス

（　さくら

）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

　（もみじ

）

夏祭り・お泊まり保育 運動会 お遊戯会 うたと作品展

運動遊び（マット・とび箱・運動カードなど）

友だちとの関わり

小学校との交流・訪問ルール・約束を守ること

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・子ども同士が楽しく

関わり合う姿には無

理に介入せず、側で

見守っていく。

・保育者も一緒になっ

て関わることの嬉しさ

や楽しさに共感し、言

葉や身振り、表情な

どで伝えていく。

・友だちと関わるこ

との楽しさを感じら

れるようにする。子

どもの気持ちを受

け止め、代弁しし

たりしながら子ども

同士の関わりの仲

立ちをしていく。

一人ひとりの思

いを尊重しながら

友だちとの関わり

を繋いでいく。

ルールや約束事

を丁寧に伝える。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（もも組　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

子ども達で協力し

ながら活動する機

会を作っていく。ま

た、友だちを思い

やることの大切さ

が感じられるよう

伝えていく。

育みたい・

経験させたい内容
保育者や友だちと信頼関係を築き、安心して過ごす。

育みたい・

経験させたい内容
好きな遊びを通して、保育者や友だちと関わり合うことを楽しむ。

育みたい・

経験させたい内容

意見などを発表する 整理整頓・掃除

異年齢児との関わり

ごっこ遊び

集団での遊び

ふれあい遊び 製作（絵画・折り紙） ワーク

保育者に見守られる中で玩具の貸し借りをしながら同じ遊びを楽しむ。

育みたい・

経験させたい内容

ぬくもり保育を軸と

し一人ひとりと十

分なスキンシップ

をとり、応答的な関

わりを行いながら

安心して過ごせる

ように関わる。

作成日：　　    ５　年　５  月　１３　  日

友だちと共通の遊びを楽しむ中で、遊具や玩具を分け合う。

保育者との関わり 友だちとの関わり 異年齢との交流

挨拶・お名前呼び

会話・コミュニケーション

砂場遊び どろんこ・水遊び 砂場遊び

ままごと遊び ごっこあそび

　子どもの意見を大事に

しながら、全員が共通の

目的を意識出来るよう

に援助していく。

　遊びの輪の中に保育

者も入り一緒に遊びを

楽しむ中で、遊びのルー

ルや目的を確認してい

く。

育みたい・

経験させたい内容
友達と共通の目的を持って遊び、協力する事を楽しむ

育みたい・

経験させたい内容
・友だちと１つの目標を持ち、協力しながら活動する。

ごっこ遊び(屋内外)

運動遊び 運動会・発表会(練習含む) 運動遊び

当番活動

虫・草花探し 落葉・木の実拾い

砂遊び・集団でのゲーム遊び

ふれあい遊び・踊り

砂場遊び（年間継続） 水・どろんこ遊び 落ち葉・ドングリ拾い

当番活動・ルール約束を守る

運動会 お遊戯会 うたと作品展

保育者との関わり 友だちとの関わり

ままごと

ブロック・積み木・新聞遊び 集団でゲーム遊び

ルール・約束を守ること

ふれあいあそび

保育者とのかかわり 友だちとのかかわり 集団で過ごす

ふれあいあそび 水あそび おいかけっこ 体操あそび ごっこあそび

ブロックあそび 砂場あそび おままごと ダンス、リズムあそび 歌あそび

あいさつ

運動会 お遊戯会 歌と作品展

お名前呼び

ふれあい遊び →→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→

探索活動 真似っこ遊び ままごと遊び、ごっこ遊び

絵本の読み聞かせ →→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→

わらべ歌、手遊び →→→→→→→→→→→→→→→→→→ リズム遊び

外気浴 水遊び、感触遊び お散歩 砂場遊び

夏祭り
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

絵本の読み聞かせ →

ふれあい遊び →

わらべ歌

育みたい・

経験させたい内容

トイレの援助、給食を食べること、午睡

おにごっこ

遊び

活動

生活

行事

など

園 名

１歳児

クラス

（もも組　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

育みたい・

経験させたい内容
遊びや生活の中で保育者や友達と一緒に安心して過ごす。

育みたい・

経験させたい内容
・友だち、保育者と関わって遊ぶことや一緒に生活をする楽しさを感じる。

育みたい・

経験させたい内容
保育者や友だちとの関わりを持つなかで、相手の気持ちに気付けるようになる。

かけっこ

→

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

遊びや生活の中

で貸し借りや順

番などが少しず

つできるように仲

立ちをしていく。

〇保育者の友だちと

の関わりを見たり、

真似をしてみたりす

ることで相手の気持

ちに気付くことができ

るように促す。保育

者や友だちとの関わ

りをしっかり持てるよ

作成日：　　    　年　　  月　　  日

保育者との関わり、友だちとの関わり

まねをすること（主に言葉） 会話・コミニュケーション

集団で過ごすこと、他クラス・異年齢児との交流 ルール・約束を守ること
挨拶をすること、お名前呼び

ままごとあそびまねっこあそび、ごっこあそび

→

ままごと遊び

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（　きく組

）

５歳児

クラス

（　ゆり

組　　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（　たんぽ

ぽ　　　　）

３歳児

クラス

（　さくら

）

遊び

活動

生活

行事

など
おいかけっこ

育みたい・

経験させたい内容

０歳児

クラス

　（もみじ

）

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

集団生活（手洗い、トイレトレーニング、挨拶、お返事、食事など）

ままごと、ごっこ遊び

戸外遊び（滑り台、砂場、ボール遊び、追いかけっこなど）

お散歩 水遊び、プール お散歩

室内遊び（ブロック、お絵描き、マグネット、電車、人形など）

ふれあい遊び、わらべ歌、体操、スキンシップ

→

リズム遊び

育みたい・

経験させたい内容

応答的な関わりで信頼

関係を深めていく。

保育者や友達と過ごす

中で、発語にも繋がる

ように言葉を掛けなが

ら、言葉の面白さを共有

していく。
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ・安心して過ごせる

 ように声かけをしな

 がら保育者とのか

 かわりを持てるよう

 にする

ふれあい会 運動会 発表会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ・応答的な対応や

 かかわりの中でじっ

 くりと好きな遊びを

 楽しめるようにする

・意欲が出る言葉

運動会 発表会 　かけをする

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ・個々との細やかなかか

　わりを通して信頼関係

　を築き安定した情緒で

  過ごせるようにする

・子どもたちが周囲の人

　に目を向けられるよう

　仲立ちをしていく

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ・様々な体験や経験

 ができるような活動

  を計画する

・保育者や友達と

  楽しみながら伸び

  伸びと活動できる

  ようにする

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ・友達同士のかかわ

　りあいを通して一緒

　に活動することの

　楽しさを味わえる

　ように援助する

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ・子どもが主体的に

 活動を楽しめるよう

 かかわりを意識する

・楽しさを共有でき

　るようにする

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

育みたい・

経験させたい内容
様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む

探索活動 運動遊び

体操・歌遊び

できる事を自分でしようとする

自立に向けた援助（食事・排泄・着脱など）

絵本の読み聞かせ・手遊び・歌遊び

ふれあい遊び 集団遊び

沐浴・シャワー・水遊び

水遊び 運動会 発表会 冬の遊び

木浴・シャワー・水遊び

運動遊び

友達・保育者とのかかわり

作成日：　　    　５年　　 ５ 月　　２ 日

様々な活動に親しみ、健康に過ごす

育みたい・

経験させたい内容
様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む

虫探し

身の回りのことを自分でしようとする

ふれあい会

探索活動（遊び） 集団で過ごす

生活の援助（食事・排泄）

生活の援助（食事・排泄・着脱など）

ふれあい遊び 絵本の読み聞かせ

ふれあい遊び ルール・約束事を知る

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（中桃組）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

ふれあい遊び

手遊び 歌遊び

育みたい・

経験させたい内容
身近な人の存在に気づき 親しみの気持ちを表す

育みたい・

経験させたい内容
一人ひとりの発達に応じたかかわりをしてもらいながら安心して生活する

育みたい・

経験させたい内容
保育者や周囲の子ども等との安定した関係の中で快適に過ごす

友達とのかかわり 集団遊び

運動遊び 運動会 発表会

冬の遊び自然とのかかわり

ふれあい遊び

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（ 赤組 ）

５歳児

クラス

（ 青組 ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（大桃組）

３歳児

クラス

（ 黄組 ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（小桃組）

朝・帰りのお集まり（名前呼び・歌・話をきく）

汗をかいたら着替える 衣服の調節

育みたい・

経験させたい内容

虫・草花探し 水遊び

製作活動

当番活動

ルール・約束を守る 時間の認識

ままごと ごっこ遊び

運動会

野菜の栽培

集団でのゲーム遊び発表会

身支度を自分でする

給食を進んで食べる 食べ物の栄養について知る 食べ物と体との関係を知る

意見などを発表する

運動遊び

製作活動

当番活動

ごっこ遊び 水遊び 集団でのゲーム遊び

運動会 発表会

ルール・約束を守る 様々なことに挑戦する

食材に興味を持って食べる 野菜の栽培 食べ物の栄養と自分の体との関係を知り、何でも食べる
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

園庭散歩　徒

歩

運動遊び

山形マット

ボールあそび トンネルあそ

び

マット遊び 風船遊び

音あそび(ガ

ラガラなど）

楽器遊び

(太鼓・など）

保育参観 七夕 保育参観 クリスマス会 節分

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

探索遊び・散

歩

シールあそ

び
新聞紙遊び お絵描き おいかけっこ パズル遊び ひも通し遊び

洗濯ばさみ

遊び
しっぽ取遊び フープ遊び

七夕 お月見 保育参観 クリスマス会 お正月 節分 お別れ会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

人形遊び リズム遊び ごっこあそび リズム遊び 楽器遊び

製作遊び

絵の具

正月遊び

たこあげ

製作遊び

鬼のお作り

保育参観 七夕 運動会
発表会

クリスマス会
節分・発表会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水遊び

ぬり絵　　　新

聞紙遊び

折り紙

運動会

保育参観

祖父母への

プレゼント
発表会(遊戯) 発表会(楽器)

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

虫探し

草花探し

　

折り紙

　

絵の具遊び

木の実

落ち葉拾い

リズム遊び 楽器遊び 言葉遊び

保育参観 運動会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

プレゼント

作り
絵画活動

年賀状作り お正月遊び 製作遊び

楽器遊び

思い出保育
聖母マリア感

謝の集い
運動会 卒園式

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

発表会　・　クリスマス会 発表会　・　クッキング保育

積み木・粘土・ブロック遊び・お絵描き・自由画

リズム遊び・リトミック

製作・表現活動(思い出保育：お話作り） 保育参観

(自分のお話発表）

ごっこ遊び

楽器演奏　(和太鼓) 劇(ご降誕) 歌・合奏

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（　ゆり　）

５歳児

クラス

（　うめ　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（てんし）

３歳児

クラス

（　ばら　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（ひよこ０）

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・安全面に配慮しながら、一

人ひとりの欲求や探求心、

興味を大切に受け止め、気

持ちを十分に満たして遊べ

るように関わる。　　・保育

者自身がその遊びのねらい

や目的、面白さを理解して

子ども達と一緒に遊びを十

分に楽しんでいく。

・子ども一人ひとりが伸び伸

びと表現することができるよ

うな雰囲気づくりをする。

・子どもの思いに寄り添い、

安心して過ごせるよう関わ

る。　　　　　　　　　　　　・遊

びを徐々に発展させてい

き、喜んで活動に取り組め

るよう配慮する。

・保育教諭や友達との関

わりを大切にし思いを教

諭しながら喜びやうれし

さ、楽しさ、面白さ、不思

議さなどを共感する。

・子どもの興味関心に

沿って遊びや活動を進

め、子どもの姿に応じた

柔軟な保育をする。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（ひよこ１）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

ふれあいあそび　・　歌遊び　・　手遊び　・　わらべうた　・　保育教諭、友達との関わり

絵本　・　紙芝居　・　パネルシアター

保育参観・プレゼント作り

ごっこ遊び（動物まねっこ遊び・ままごと・バスごっこ・芋ほりごっこ・運動会ごっこ・発表会ごっこ・でんしゃごっこ）

季節を感じる（春：陽の暖かさ・鳥のさえずり・草花虫探し：梅雨：雨の音・におい：夏：夏の暑さ・空・夏の虫：秋：どんぐり、落ち葉拾い・秋の虫：冬：寒さ・吐く息の白さ）

・子ども達の主体性を大切

にし、子ども達のやり取りの

中でイメージしたものを共有

し遊びを展開していけるよう

関わる。

・発表会や運動会などの行

事は、全員で取り組むこと

の楽しさや達成感を味わえ

るように保育者自身が楽し

んで参加するなどして雰囲

気づくりをする。

育みたい・

経験させたい内容
友達と一緒に遊びに対するイメージを共有し、表現したり演じたりする楽しさを味わう

育みたい・

経験させたい内容

・一人ひとりの子どもに

寄り添い、子どもの発信

を見逃さず、その時々に

応じた関わりや言葉か

けを行っていく。

・わらべうたや手遊び歌

などふれあい遊びを大

切にしながら一緒に体を

動かして楽しめるよう関

わっていく。

水遊び・絵の具あそび

ブロック遊び

作成日：　　２０２３年　５月　１日

一人ひとりがそれぞれの見立てを楽しみ、イメージしたものを楽しんで表現する

育みたい・

経験させたい内容

あやし遊びに機嫌よく応じたり、歌やリズムに合わせて手足や体を動かして楽しんだり

する

育みたい・

経験させたい内容
身近に経験した出来事や生活の中で楽しんだことをのびのびと表現して遊ぶ

育みたい・

経験させたい内容
生活や遊びの中で、興味のあることや経験したことなどを自分なりに表現する

保育参観・プレゼント作り

・子どもがのびのび

と表現活動を楽しめ

るよう環境を整えて

おく。

・友達と一緒に遊び

を楽しみながらイメー

ジを広げられるよう

関わっていく。

会話･コミュニケ―ション　・　絵本　・　紙芝居　・　手遊び　・　わらべうた遊び　・　ままごとあそび　・

砂場あそび　・　体操遊び　・

水遊び　・　どろんこ遊び

まねっこ遊び

製作遊び　　プレゼントづくり

園庭散歩　・　季節･気候の変化に気づく

虫探し・草花探し

落ち葉どんぐり拾い　　　　芋

ほり
雪遊び・氷遊び

お絵描き･ごっこ遊び･シー

ル･粘土･積み木･ブロック
製作活動

(絵画・描画・造形工作）

保育参観

発表会(歌・楽器）
発表会(オペレッタ）

手遊び・歌遊び・リズム遊

び・リトミック・わらべうた

絵本・紙芝居読み聞かせ

積み木・ままごとあそび

粘土・ぬりえ

砂遊び・体操

製作活動(自由画）

プレゼント作り

育みたい・

経験させたい内容

友だちの表現や活動に興味や関心を持ち、

自分のイメージしたものに取り入れながら遊びを広げ、表現することを楽しむ

園庭散歩

(ベビーカー・カート）

移動あそび

(ハイハイ・伝い歩き）

まねっこあそび リズムあそび・ダンス(踊り)

保育者との関わり　・　ふれあいあそび　・　わらべうたあそび（ペンタトニックを使って）　・　手あそび　・　歌あそび

絵本・紙芝居の読み聞かせ
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

体操

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ボールあそび・新聞紙あそび

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マラソン

室内運動あそび（巧技台・跳び箱・鉄棒・トンネル・マット・ミニハードル）・サーキット

　　　　ボールあそび サッカー 縄跳び

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マラソン

室内運動あそび（巧技台・跳び箱・鉄棒・トンネル・マット・ミニハードル）・サーキット

鬼ごっこ サッカー 縄跳び

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マラソン・鬼ごっこ（色々な種類）

縄跳び・ボールあそび（投げる・蹴る・色々なドッチボールあそび・サッカー）

体操・室内運動あそび（巧技台・跳び箱・鉄棒・トンネル・マット・ミニハードル）

集団あそび（広い場でのゲームあそび・色々な道具を使った体を動かすあそび）

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

かけっこ

戸外固定遊具（ジャングルジム・ブランコ・複合遊具・砂場・太鼓橋・大型三輪車） 雪あそび

戸外固定遊具（ジャングルジム・ブランコ・複合遊具・砂場・太鼓橋・大型三輪車） 雪あそび

２.いろいろなあそびの中で十分に体を動かす。

散歩　　　　　　　　　　　水あそび・プール　　　　　　　散歩→　運動会　散歩

戸外あそび（足蹴り車・引き車・鉄棒にぶら下がる・すべり台・ブランコ・かけっこ）　（追いかけっこ）

リズム体操・触れ合いあそび

　　　　　　（壁面あそび・ままごと・パズル・ブロック類・ひも通しなどで、微細な手の力や動きの経験をする）

２.いろいろなあそびの中で十分に体を動かす。

育みたい・

経験させたい内容

園庭探索・散歩　→　プール・水あそび　→　園庭探索・散歩
戸外あそび（足蹴り車・三輪車・太鼓橋・鉄棒にぶら下がる・すべり台・ブランコ・ボール）

リズム体操・触れ合いあそび

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（ひよこ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

・子どもが体を動かすことを楽しい

と思えるように、一人一人の興味

や気持ちに合ったあそびや環境設

定をする。

・満足感や達成感が得られるよう

な言葉掛けをする。

・十分に体を動かすことができる

時間や場の確保をする。

・年長ならではの友達と一緒に盛

り上がることで意欲的になる活動

育みたい・

経験させたい内容
２.手足や体を動かすことを楽しむ。

育みたい・

経験させたい内容

２.いろいろなあそびの中で保育者と遊んだり、体を動かしたりする楽しさ

を味わう。

・様々なあそびの場を用意す

ることで、色々な動きを経験で

きるようにする。

・子どものあそびに応じて、

ルールや道具の追加や変更

を随時行っていく。

・挑戦する姿を支える。

・友達とのかかわりがもてるよ

うにする。

０歳児

クラス

（たまご）

※6か月入所

～1歳11か月

と想定

・様々なあそびの場を用意するこ

とで、色々な動きを経験できるよう

にする。

・子どもの興味、発達に応じた道

具の種類を用意する。また、集団

としてのあそびの様子を見て、十

分な数を用意する。

・安全性を確保することで、、子ど

もが安心して活動できるようにす

る。

育みたい・

経験させたい内容

育みたい・

経験させたい内容

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・スペースを確保することで十分に

体を動かせるようにする。

・子どもが安心感をもってあそびを

楽しんだり、継続したり、挑戦したり

できるように保育者が一緒に遊ん

だり、そばで見守ったりする。

・楽しさを感じて、満足感を十分に

味わえるように、子どもの表情をよ

く捉えて、声をかける。

・子どもの成長に合わせておも

ちゃや道具を入れ替えたり、用意し

たりする。

・後半は、簡単なルールのあるあ

そびを取り入れ、友達や保育者と

一緒に楽しむ喜びを感じることで、

意欲的にあそびを楽しめるように

していく。

作成日：　　   令和５年　　５月　　１５日

園庭探索・散歩　→　プール・水あそび　→　園庭探索・散歩

日光浴・散歩・園庭散策　→　プール・水あそび　→　園庭探索・散歩

戸外あそび　（遊具へのつたい歩き・押し車）　（足蹴り車・鉄棒にぶら下がる・すべり台・ブランコ・かけっこ）

　　　　　 　（そばにある物やおもちゃを握る・つかむ・振る・投げる・追視する）

わらべうたあそび・リズムあそび・触れ合いあそび

室内あそび（寝返り・座る・這う・つかまる・つたい歩き・立つ・歩く・しゃがんだり立ったりして遊ぶ）　　　　

２.いろいろなあそびの中で十分に体を動かす楽しさを味わう。

・道具やおもちゃを興味・発達に

合わせて、十分な種類や数を用意

する。

・衛生管理をこまめにすることで、

いつでも遊ぶことができるようにす

る。

・保育者と一緒に遊んだり、声をか

けたり、集中している時には見

守ったりし、楽しさや満足感が十分

に味わえるようにする。

　　　　　　（壁面あそび・ままごと・パズル・ブロック類・ひも通しなどで、微細な手の力や動きの経験をする）

かけっこ・追いかけっこ かけっこ・追いかけっこ

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（くま）

５歳児

クラス

（ぞう）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（りす）

３歳児

クラス

（うさぎ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

　　　　　  　（壁面あそび・ままごと・型はめ・ブロック類などで、微細な手の力や動きの経験をする）

鬼ごっこあそび
室内あそび（遊具を使って、登る・降りる・跳ぶ・バランスあそび・くぐる・またぐ・ぶら下がる・渡る）

室内あそび（歩く・走る）（遊具を使って、登る・降りる・ジャンプする・バランスあそび・くぐる・またぐ・ぶら下がる・渡る）

戸外固定遊具（ジャングルジム・ブランコ・複合遊具・太鼓橋・砂場・大型三輪車） 雪あそび

かけっこ 　かけっこ・リレー

散歩　　　　　　　　　　　水あそび・プール　　　　　　　散歩→　運動会　散歩

鬼ごっこ（色々な種類） 　　かけっこ・リレー　

育みたい・

経験させたい内容
２.いろいろなあそびの中で十分に体を動かす。

体操・バランス運動

体操・バランス運動

散歩　　　　　　　　　　　水あそび・プール　　　　　　　散歩→　運動会　散歩

　かけっこ・リレー　
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
買い物ごっこ 楽器遊び

おいかけっこ

田植え 虫探し 稲刈り 落ち葉拾い 園外散歩

粘土あそび

進級式 親子遠足 七夕参観 正月遊び 節分 お別れ会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

落ち葉・どんぐり拾い 園外保育 お正月遊び

体を使うゲームあそび かくれんぼ

運動会 発表会 製作

当番活動

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水分補給 衣服の着脱

うんてい・鉄棒

ブランコ しゃぼん玉 泥んこ遊び マラソン

お店屋さんごっこ 科学遊び

進級式 健康診断 歯科検診 お月見会 お正月 節分 卒園式

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

運動会 発表会

ふれあい遊び 絵本、図鑑を読む 落ち葉、どんぐり拾い うたあそび 言葉あそび

虫・草花探し 水遊び、かけっこ 園外保育 かけっこ、ルールのある遊び

プール サッカー ふれあい遊び 長縄、縄跳び

身支度をすること ルール・約束を守ること さまざまなことに挑戦する 友だちとの関わり

当番活動 食育活動 野菜の栽培 意見などを発表すること 時間の認識を持つ

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

・子ども一人ひとりに合わせた関わり

や、ゆったりと安心して過ごせるよう

な雰囲気づくりを心掛けた。・生活リ

ズムや情緒が安定せず、泣いてしま

う子どももいたが、徐々に特定の保

育者との信頼関係もでき、楽しく活動

したり、他児に興味を持ったりする姿

が見られるようになった。

保育者同士で連携を図りなが

ら、一人ひとりが安定した生活を

送れるように努め、造形あそび

や運動あそびなどを取り入れ、

様々な感覚の発達を促した。ま

まごとやごっこあそびを通して友

だちと遊ぶ楽しさを経験できるよ

うにした。

個々の子どもで、大きな差があ

り、全体的に達成できたとは言

えないところもある。一人ひとり

に丁寧に対応していくには、どう

しても手や時間が足りない所が

ある。

お米を種から育て、収穫し、おに

ぎりにして食べる体験を通して、

食べ物の大切さ、食べることの

喜びを感じることができた。自分

の思いを言葉で伝えるとともに、

相手の思いにも気づけるような

声かけをしていきたい。

クラスのみんなで取り組む活動

では、意見を出し合い、良い意

見を取り入れ、話し合いをする

ことができた。人の意見を聞き、

認め合うことで、相手の良いとこ

ろを知り、自分とは違う考えを

持っていることが分かっていけ

たと考える。友達とのつながりを

年長ならではの活動をもっと充

実させておろして行いたかった。

だが、子どもたち一人ひとりの気

持ちに寄り添いながら進めるこ

とはできたように思う。

４歳児

クラス

（みどり）

５歳児

クラス

（しろ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（りんご）

３歳児

クラス

（もも）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス
（さくらんぼ）

運動あそび リズムあそび

生活の援助（食事・排泄・睡眠）

育みたい・

経験させたい内容

友だちと共通の目的を見出し、工夫したり、協力したりしながら活動することを楽しむ。その中

で、自分とは異なる思いや考えがあることに気づき、互いに認め合い、ゆるし合うことの大切さ

を知る。

ふれあい遊び

お絵描き

毎日の生活や遊び

の中から、子どもたち

に思いやりの気持ち

が持てるように意識

する。季節的な活動

や行事を、育ちの機

会として計画をする。

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

生活リズムの安定に

重点を置きながら、

全身や手指を使った

あそび、ままごとあそ

びなどを通し、保育

者や友だちと過ごす

楽しさを知ることがで

きるようにする。

子どものやろうとする

姿を大切にしながら、

保育者やお友だちと

一緒にすることを楽

しめるよう意識する。

個々の気持ちや姿を

受け止める。

安心して過ごせるよ

う朝の受け入れを丁

寧に行い、一対一で

の関わりを大切にし

た。様々な遊びを通

して友達との関わり

を深めていけるよう

にした。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（いちご）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

時季に会った活動や

遊びを一緒にする時

間を作るように心が

けた。

育みたい・

経験させたい内容
保育者の温かく受容的な関わりを通して、欲求が満たされ、安心感を持って過ごす。

育みたい・

経験させたい内容
保育者や周囲の子ども等との安定した関係の中で、共に過ごす心地よさを感じる。

育みたい・

経験させたい内容

・身近な大人の愛情ある

受容的な関わりの中で、

情緒の安定を図ることを

意識する。・特定の保育

者との信頼関係を通し

て、徐々に他児に興味

をもち、関わっていける

ように配慮する。

作成日：　　    　2023年　　 5月　　 10日

想像力豊かに自己を発揮しながら遊ぶことを楽しみ、それを周囲から認められることで自分の

よさや特徴に気づく。他の子どもの存在にも興味を持ち、共に過ごすことを楽しむ。

ふれあいあそび

園庭散歩 探索活動

ごっこあそび

感触あそび・水あそび

集団ゲーム

三輪車 水あそび かけっこ おにごっこ ボール遊び

砂遊び どろ遊び 砂遊び

身の回りに様々な人がいることに気づき、徐々に他の子どもと関わりを持って遊ぶ。

育みたい・

経験させたい内容

ふれあいあそび

生活の援助（食事、排泄、午睡、着脱ほか）

保育者との関わり 集団で過ごす

探索活動・移動あそび 沐浴・感触あそび 探索あそび・運動あそび 模倣あそび

園庭散歩（ベビーカー、徒歩） 手指を使うあそび、お絵描き、シール貼り

手あそび、歌あそび、絵本の読み聞かせ、名前呼び 簡単な会話、コミュニケーション

劇遊び

ルール、約束を守る

友だちとのかかわり、保育者とのかかわり

虫探し、草花探し 泥・水あそび

絵の具あそび 絵画・描画 ぬりえ 造形・工作

運動会 発表会

育みたい・

経験させたい内容

友だちと積極的に関わる中で、自分の思ったことを相手に伝えたり、相手の思っていることに気

づいたりしながらつながりを深め、一緒に活動する楽しさを味わう。

意見などを発表する

時間の認識をもつ 片づけ、整理整頓、掃除

リズムあそび 集団でのゲームあそび おにごっこ ドッジボール・サッカー

絵画

虫探し ままごとあそび ごっこあそび

おいかけっこ おにごっこ わらべうたあそび

指先を使うあそび

お絵かき・新聞あそび 感触あそび 製作（絵画）・粘土あそび 製作（造形・工作）あそび

集団で過ごす ルール・約束を守る

生活の援助（食事・排泄・着脱・身の回りのことを自分でしようとする）

ままごと リズム遊び
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

クリスマス会 節分 雛祭り会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

クリスマス会 節分 雛祭り会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

クリスマス会 節分 雛祭り会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運動会 芋掘り 発表会 クリスマス会 節分 雛祭り会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運動会 芋掘り 発表会 クリスマス会 節分 雛祭り会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運動会 芋掘り 発表会 クリスマス会 節分 雛祭り会

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

押し車　　砂あそび　　すべり台　　マット　　トランポリン

　表現あそび　　楽器あそび

水あそび　泥んこあそび　プール

マラソン

砂あそび 砂あそび

異年齢児とのふれあいあそび

お正月あそび

雪・氷あそび

わらべうた　　ごっこあそび　　集団あそび　　製作あそび　　リズムあそび

虫探し、草花摘み　　　園外散歩（落ち葉・木の実拾い）

育みたい・

経験させたい内容
保育者や友達と共に過ごすことの喜びを味わう。

虫、小動物探し・飼育　　野菜の栽培、収穫　　園外散歩（落ち葉・木の実拾い）

マラソン砂あそび　　固定遊具　　縄跳び　　マット　　フープ　　トランポリン　　ボール

マラソン砂あそび　　固定遊具　　縄跳び　　マット　　フープ　　トランポリン　　ボール

雪・氷あそび

お正月あそびわらべうた　　ごっこあそび　　集団あそび　　製作あそび　　リズムあそび

虫、小動物探し・飼育　野菜の栽培、収穫　　園外散歩（落ち葉・木の実拾い）

異年齢児とのふれあいあそび

　　　表現あそび　　楽器あそび（鍵盤ハーモニカ他）

水あそび・泥んこあそび・プール

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（きく）

５歳児

クラス

（うめ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（たんぽぽ）

３歳児

クラス

（さくら）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（もも）

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（もも）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

水あそび

ふれあいあそび　　わらべうたあそび

探索活動

・子どもの思いや考

えを取り入れながら

一緒に活動を進めて

いく。

・一人一人が十分に

自己発揮しながら、

他の子どもと多様な

関わりがもてるように

援助する。

育みたい・

経験させたい内容
身近な人との関わりの中で信頼関係・愛着関係を築き、安心して生活する。

　表現あそび　　楽器あそび

水あそび　泥んこあそび　プール

異年齢児とのふれあいあそび

お正月あそび

砂あそび

　　探索活動　　粗大あそび

水あそび 砂あそび

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・自分でできることが

嬉しいと思える経験

を増やし意欲的に取

り組めるようにする。

・一つ一つの出来事

や関わりを大切にし

ながら温かく見守って

いく。

育みたい・

経験させたい内容

友達と楽しく活動する中で共通の目的を見い出し、工夫したり協力

したりなどする。

保育者と触れ合い、

応答的な関わりを通

して、信頼関係や愛

着関係が築けるよう

にする。

生活の援助（食事・排泄）

ふれあいあそび　　わらべうたあそび　　リズムあそび

ふれあいあそび　　わらべうたあそび　　リズムあそび

作成日： ５年　５ 月　11 日

砂あそび

喃語や指差しあそび

音あそび　　物の出し入れあそび　ぽっとん落とし まねっこあそび

砂あそび

育みたい・

経験させたい内容
安定した関係の中で共に過ごす心地よさを感じる。

育みたい・

経験させたい内容

・当番活動や共同製

作など友達同士で協

力できるような機会

を取り入れていく。

・良いことや悪いこと

があることに気づき、

考えて行動できるよ

う援助する。

　　園外散歩　　虫探し、草花摘み　

指先あそび　　リズムあそび　　異年齢児とのふれあいあそび

指先あそび　　言葉のやりとりあそび

園外散歩　　虫探し、草花摘み

生活の援助（食事・排泄）

生活の援助（食事・排泄）

水あそび

　　言葉のやりとりあそび　　ごっこあそび　　粗大あそび

育みたい・

経験させたい内容
友達との関わりを深め、思いやりをもつ。

友達に関心をもち一緒に遊ぶ楽しさを知る。

・自分でやってみよ

うとする気持ちを大

切にしてさりげなく援

助し自分でできた喜

びに繋げていく。

・友達の存在に気づ

き、他児と関わりをも

てるように援助する。

・保育者や友達と触

れ合うことを通して親

しみをもち安心して

過ごすことができる

よう援助する。

・共同の遊具や用具

を大切にし、皆で使う

ことを知らせる。

わらべうた　　ごっこあそび　　集団あそび　　製作あそび　　リズムあそび

雪・氷あそび
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

七夕 クリスマス ひな祭り

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入園・進級式 七夕 クリスマス ひな祭り

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ダンス

入園・進級式 運動会 節分 ひな祭り

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

製作活動（造形・工作） 友達との関わり お店屋さんごっこ 共同製作（巨大迷路）

植物・野菜の栽培 水あそび・プールあそび 動物・昆虫の飼育・観察 時間の認識をもつこと

集団でのゲームあそび・わらべうたさまざまなことに挑戦すること マラソン 縄跳び

園外散歩 虫探し・草花探し 落ち葉・どんぐり拾い 雪あそび・氷あそび

身の回りの始末 片付け・整理整頓 食事の準備・片付け 保育者の手伝い

入園・進級式 こどもの日 保育参観 運動会 芋掘り クリスマス 発表会 節分 ひな祭り

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

製作活動（造形・工作・絵画）共同製作　ごっこあそび　お店屋さんごっこリズムあそび　体操 劇あそび　楽器あそび

縄跳び　マラソン正月あそび

意見などを発表すること

当番活動

進級式 こどもの日 保育参観 運動会 芋掘り 発表会　クリスマスクリスマス 節分　音楽発表会 ひな祭り　卒園式

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

片付け・整理整頓・掃除 午睡・休息すること

七夕　夏のつどい

集団でのゲームあそび・わらべうたあそび プールあそび・みずあそび かけっこ・リレーあそび ボール遊び・ドッヂボール

植物・野菜の栽培、世話 虫探し・草花探し 落ち葉・どんぐり拾い 雪あそび・氷あそび

友達との関わり　ルール・約束を守ること さまざまなことに挑戦すること時間の認識をもつこと

年下の世話

園外散歩 七夕・夏のつどい 発表会・クリスマス

体操・リズムあそび・リトミック・巧技台 楽器あそび

身支度をする 衣服の着脱 食事・排泄を自分でしようとする ルール・約束を守ること

自分でズボンや紙パンツ、靴等を履こうとする。自分で給食を食べようとする。

保育者との関わり・ふれあいあそび・ごっこあそび・わらべうたあそび 友達との関わり

マラソン・鬼ごっこ

総合遊具・固定遊具・三輪車・かけっこ 雪・氷あそび

落ち葉・木の実あそび探索あそび・虫探し・飼育・草花あそび・どろんこ・水あそび

かくれんぼ おいかけっこ

手あそび・わらべうたあそび・絵本、紙芝居の読み聞かせ

保育者との関わり

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（いるか）

（ぱんだ）

５歳児

クラス

（くじら）

（ぞう）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（ うさぎ ）

３歳児

クラス

（ぺんぎん）

（こあら）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（ひよこ）

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

集団で過ごすこと 友達との関わり

ふれあいあそび まねっこあそび

集団で過ごすこと 保育者との関わり

遊び

活動

生活

行事

など

・好奇心や探究心が芽生え

るような環境をつくり、適切

に援助する。

・様々な活動で協同性の育

ちを大切にする。

・就学に向けて、ルールや

約束を守りながら、見通して

るようにする。

育みたい・

経験させたい内容
欲求が満たされ安心感をもって過ごす

育みたい・

経験させたい内容
安定した関係の中で、共に過ごす心地よさを感じる

育みたい・

経験させたい内容

作成日：　　   令和５年　　５月　１５ 日

友達と過ごすことの喜びを味わう

探索活動 集団で過ごす

日々の生活の援助

おむつ替え・給食を食べること

・応答的なふれあい

や言葉掛けによっ

て、安心感が育むよ

うに配慮する。

・一人一人の生活リ

ズムに応じて安全な

環境のもと保育して

いく。

・保育者との信頼関係を大

切に、安定した気持ちで過

ごせるよう配慮する。

・のびのびと自分の思いを

出しながら、友達の思いに

も気付けるよう援助する。

・「やってみたい」「楽しい

な」と感じられるあそびや活

動を取り入れ、環境を整え

る。

十分な睡眠

園庭散歩

手あそび・しぐさあそび・わらべうたあそび・絵本、紙芝居の読み聞かせ・体操あそび

約束を知る

園庭探索 水遊び・固定遊具・おいかけっこ・ボール投げ・なぐり書き

まねをする 挨拶をすること ルール・約束を守ること

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・生活やあそびの

中で楽しさ、嬉しさ

を一緒に共感し、

子どもの気持ちを

受け止めながら、

毎日心地よく過ご

せるように見守る。

・子ども達が、充実

感・満足感・達成感

を味わい遊びに没

頭できるように時

間や動線・空間を

整える。

育みたい・

経験させたい内容
友達と目的をもって、工夫したり、試したりしながら、協力してあそびを展開する面白さを感じる

徐々に他の子どもとかかわりをもって遊ぶ

育みたい・

経験させたい内容

育みたい・

経験させたい内容
自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っていることに気付く

・子ども達の「やってみた

い」という気持ちが拡大

できるよう、友達と様々

な体験ができる環境を

整える。

・自分の気持ちを伝えた

り、相手の話を聞いたり

する大切さに気付ける

ようにする。

ふれあいあそび

ふれあいあそび わらべうたあそび

園庭の散歩 絵本・紙芝居の読み聞かせ

ふれあいあそび まねっこあそび ごっこあそび

わらべうたあそび

七夕　夏のつどい

園 名

１歳児

クラス

（ りす ）

遊び

活動

生活

行事

など
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

給食の準備・片付け・給食・おやつを食べること

友達との関わり・年下の子・友達の世話・ルール・約束を守ること・小学校との交流・訪問

挨拶・意見などを発表すること・保育者の手伝いをすること

ルール・約束を守ること・さまざまなことに挑戦すること

＜行事＞※誕生会　　遠足　　水遊び　　　　　運動会　　　　　　　　発表会　　お正月遊び　　卒園式　

友達との関わり・年下の子・友達の世話・ルール・約束を守ること

挨拶・意見などを発表すること・保育者の手伝いをすること

ルール・約束を守ること・さまざまなことに挑戦すること

＜行事＞※誕生会　　遠足　　水遊び　　　　　運動会　　　　　　　　発表会　　　　お正月遊び　　　

手洗い・消毒・排泄・休息・衣服・靴の着脱・片付け・整理整頓・掃除・時間の認識をもつ

運動あそび・固定遊具・ボール遊び・鬼ごっこ・リズム遊び・体操

制作活動（絵画・描画・造形・工作）・折り紙

＜行事＞※誕生会　　遠足　　水遊び　　　　　運動会　　　　　　　　発表会　　　　お正月遊び　　　

手洗い・消毒・排泄・休息・衣服・靴の着脱・片付け・整理整頓・掃除・時間の認識をもつ

給食の準備・片付け・給食・おやつを食べること

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（ぱんだ）

５歳児

クラス

（らいおん）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（こあら）

３歳児

クラス

（ひつじ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（こねこ）

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・保育者との信頼

関係のもと、生活

習慣や挨拶、遊び

など日々の繰り返

しを根気よく丁寧

に行い、定着を図

る。

・保育者との信頼

関係のもと、生活

習慣や挨拶、遊び

など日々の繰り返

しを根気よく丁寧

に行い、自立を促

す。

・基本的生活習慣

を身につけ、いろい

ろな事に挑戦する

気持ちがもてるよ

う一人一人のペー

スや思いを大事に

する。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（こいぬ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

おむつ替え・トイレの援助→オマル・便器での排泄　

給食を食べること

手洗い・できることを自分ですること

挨拶・名前呼び・ふれあいあそび

運動あそび・手指を使うあそび

日光浴・季節を感じること

・基本的生活習慣

を確立させ、自分

たちで自信をもっ

て遊んだり生活し

たりする。

・さまざまな経験を

楽しみ、就学への

意欲を培う。

育みたい・

経験させたい内容

○生理的心理的欲求を満たし心地よく生活する

○保育教諭等身近な存在に気づき親しみの気持ちを表す

育みたい・

経験させたい内容

○清潔に保つ心地よさを感じてその習慣が少しずつ身につく

○安定した関係の中で共に過ごす心地よさを感じる

○玩具、絵本、遊具などに興味をもち、それらを使った遊びを楽しむ

育みたい・

経験させたい内容

○生活のリズムが形成され、安定感をもって生活をする

○簡単な言葉を繰り返したり、模倣をしたりして遊ぶ

○他の子どもとの関わり方を少しずつ身につける

育みたい・

経験させたい内容

・保育者との信頼

関係のもと、生活

習慣や、遊びなど

日々の繰り返しを

根気よく丁寧に行

う。

おむつ替え・トイレの援助→オマル・便器での排泄　

給食を食べること

挨拶・保育者との関わり・友達との関わり

わらべうたあそび・絵本・紙芝居の読み聞かせ

園庭散歩・三輪車・ブーブー車

ふれあいあそび・探索あそび

おむつ替え・トイレの援助→オマル・便器での排泄→トイレトレーニング

作成日：　　   5年　5 月　11 日

○自分でできることは自分でする

○友達と積極的に関わりながら様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む

○物事をやり遂げようとする気持ちをもつ

育みたい・

経験させたい内容

○健康な生活リズムを身に付ける

○生活に必要な活動を自分でする

○友達との関わりを深め、思いやりをもつ

育みたい・

経験させたい内容

○自分たちで生活の場を整えながら見通しをもって行動する

○友達と積極的に関わりながら喜びや悲しみを共有し合う

○自分の生活に関係の深いいろいろな人に親しみをもつ

・基本的生活習慣

を身につけ、自分

の力で生活すると

ともに、友達の気

持ちや考えを思い

やる関係づくりを

行う。

給食を食べる・簡単な衣服・靴の着脱

会話・コミュニケーション・ごっこ遊び・ままごと遊び

わらべうたあそび・絵本・紙芝居の読み聞かせ・手遊び・人形遊び

挨拶・ルールやきまりを知る

リズム遊び・ボール遊び・おいかけっこ・探索活動

身支度・衣服・靴の着脱・排泄・片付け・掃除

給食・おやつを食べること

挨拶・ルール・約束を守ること・集団ゲーム遊び
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

感触あそび　　砂・水・新聞紙・泥・片栗粉 ⾝近な⾃然に触れる 草花・⾍・⽊の実  雪・氷

固定遊具　　かけっこ

自分の好きなあそびを見つけて遊ぶ 友達や保育者と関わりながら遊ぶ

あいさつを交わす　　ふれあいあそび　真似っこあそび 人形あそび 絵本の読み聞かせ

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

参観日 おまつり 参観日

固定遊具 水あそび・プール 運動あそびかけっこ　鬼ごっこ　マラソン　アスレチック）

机上あそび（パズル・ブロック・折り紙・絵画）　友達と（ままごと　積み木　カプラ　スカリーノ）

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

参観日 おまつり 参観日

なわとび マラソン

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

参観日 おまつり 参観日 訪問 卒園式

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（きりん）

５歳児

クラス

（ぱんだ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（　りす　）

３歳児

クラス

（うさぎ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（たまご）

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・子どもの気持ちを

受け止め言葉を補

いながら友達との

関わり方を丁寧に

繰り返し伝えてい

く。

・子どもの自我の

育ちを見守り、子

どもの気持ちを認

めるとともに友達

の気持ちに気付く

ように援助する。

・子ども同士がか

かわって楽しく遊

べるように必要に

応じて仲介し一緒

に遊ぶ喜びや楽し

さを実感できるよう

援助する。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（ひよこ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

固定遊具 水あそび・プール 運動あそび

・自分の身の回りの事は自分でする（食事・排泄・着替え・身支度など）

・子ども同士で主

体的に活動する中

で、協働する姿や

人を思いやる姿を

十分に認め、自信

をもって行動できる

ように援助する。

育みたい・

経験させたい内容

・保育者との信頼関係を深め、親しみと安心感をもって生活する。

・友達と同じ空間で好きなあそびを楽しむ。

育みたい・

経験させたい内容

・保育者に見守られながら、好きなあそびを楽しんだり、友達の

　あそびに興味をもったりする。

育みたい・

経験させたい内容

・友達に親しみを感じ、徐々に一緒に遊ぼうとする。

・受容的で応答的

なかかわりで信頼

関係を築き安心感

をもって生活できる

ようにする。

・十分に探索活動

ができる環境をつ

くる。

少人数のグループあそび 集団で一つのことに取り組む

ブロックなどの個人で作品作り カプラなど友達との作品作り

運動会

作成日：　　  令和５年５ 月１３ 日

・友達の良さに気づき一緒に活動する楽しさを味わう。

育みたい・

経験させたい内容

・友達と楽しく活動する中で、共通の目的を見出し協力する。

育みたい・

経験させたい内容

色々な人や友達との関わりを深め、思いやりの心をもつ。

・友達との遊びに

集中でき、友達と

思いを共有し成果

をともに喜び合え

る保育の展開、環

境構成を整える。

発表会

わらべうた・手遊び・ふれあいあそび

絵本読み聞かせ・素話など

戸外遊び　ボール　　散歩　自然に触れて遊ぶ　散策活動　砂

水遊び

ままごと遊び人形・積み木・ブロック　型はめ

育みたい・

経験させたい内容

・生活の流れを理解し、ルールなど自分達で考えて行動する　当番活動　行事進行

運動会 発表会

運動会 発表会誕生会司会

なかよしタイム(体操　野菜の栽培・季節のあそび・お祭り　ハロウィン　お店）

なかよしタイム(野菜の栽培・季節のあそび・お祭り　ハロウィン　お店）

わらべうた・手遊び・ふれあいあそび・絵本読み聞かせ

水あそび・プール 運動あそび　跳び箱

なかよしタイム(野菜の栽培・季節のあそび・お祭り　ハロウィン　お店）

なわとび　マラソン

集団遊び(　ゲーム　わらべうた　　ドッチボール　鬼ごっこ等ルールがあるあそび）

主体的な活動（パズル　レゴ　ラキュー　絵画　制作　ごっこあそび　アスレチック　）

絵本（年間）

体操　ダンス　マット

生活の援助(食事・排泄・午睡）

生活の援助(食事・排泄・午睡）

・自分の身の回りの事は自分でする（食事・排泄・午睡・着替え・身支度など）

わらべうた・手遊び・ふれあいあそび

絵本読み聞かせ・素話など

ままごと遊び・人形・買い物ごっこ

水遊び

ブロック・型はめ　・パズル・

戸外遊び　ボール　かけっこ　散歩　自然に触れて遊ぶ　散策活動

アスレチック　体操　ダンス　表現あそび

わらべうた・手遊び・ふれあいあそび
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

23

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6

交通安全教室

ままごと 三輪車 ごっこあそび

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

当番活動

運動会 発表会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

発表会

運動会

人形・ぬいぐるみ遊び

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

鬼ごっこ・ままごとあそび（外）

体を使う遊び お店やさんごっこ

保育者の手伝いをする かくれんぼ

集団でのゲーム遊び

友達とのかかわり 意見などを発表する 絵本・紙芝居読み聞かせ

年下の子・友達の世話 ごっこ遊び

砂場遊び ルール・や約束を守る

ごっこあそび（外）ごっこ遊び ふれあい遊び

集団でのゲーム遊び 虫・草花探し さまざまなことに挑戦

友達とのかかわり

保育者とのかかわり

年下の友達の世話お店屋さんごっこ他クラス・異年齢児との活動

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（きく）

５歳児

クラス

（　ゆり　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（もみじ）

３歳児

クラス

（さくら）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（たんぽぽ）

育みたい・

経験させたい内容
友達のよさに気づき、一緒に活動する楽しさを味わう

育みたい・

経験させたい内容
友達とのかかわりを深め、思いやりをもつ

ルール・約束を守ること　

友達とのかかわり

保育所の生活の仕方に慣れ、きまりがあることや、その大切さに気づく

　友だちとの良さに

気付けるように、活

動後に振り返りの

時間を設け、ように

良いところ探しを伝

え合うことで、次に

活動へ期待感につ

なげていく。

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・保育士と一緒に

遊ぶ中で、他児と

のつながりがもて

るようにする。

・日々の生活や遊び

を通して、きまりがあ

ることに気付けるよう

にする。

・一人一人の思いを

受け入れながら、よ

いこと・悪いことを言

葉にして伝えていく。

・保育者が必要

に応じて仲立ち

し、友達と一緒に

活動をする楽しさ

を感じられるよう

にする。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（ちゅうりっ

ぷ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

　お互いの気持ちを

自分で伝えることの

できる場をつくり、相

手の気持ちに気付

き、自分の思いもしっ

かりと伝えることがで

きるように支えてい

く。

育みたい・

経験させたい内容
欲求が満たされ、安定感をもって過ごす

育みたい・

経験させたい内容
安定した関係の中で共に過ごす心地よさを感じる

育みたい・

経験させたい内容

育みたい・

経験させたい内容

・十分なスキン

シップをとること

により、情緒の安

定を図る。保育者

の受容的かかわ

りにより、愛着関

係を構築してい

く。

作成日：　　  ５  　年　５　  月　　１7  日

よいことや悪いことがあることに気づき、考えながら考動する

保育者とのかかわり

会話・コミュニケーション

自分でしようとすること

ごっこあそび

集団で過ごすこと　　　ごっこあそび 約束を守る

歌あそび わらべうたあそび リズム・ダンス

手あそび

まねっこをする 他クラス・異年齢児との交流

保育者とのかかわり・ふれあいあそび　　　

ぽっとんおとし　わらべうた 歌あそび お絵かき

ままごとあそび

音あそび

おむつ替えの援助

お名前呼び まねっこあそび

絵本読み聞かせ

友達とのかかわりコミュニケーション

保育者とのかかわり

友達とのかかわり ふれあいあそび

保育者・友達とのかかわり 他クラス・異年齢児との活動

ルール・約束を守ること プール 運動会 発表会

すべり台・総合遊具

避難訓練 安全教室　　防犯訓練 交通安全教室

朝の会・帰りの会　　　動物・昆虫の飼育、観察
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ふれあい遊び・わらべうた遊び

ごっこ遊び

移動遊び（ハイハイ、伝い歩き、押す等の動き）

絵本の読み聞かせ

生活の援助（食事・排泄・睡眠）

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ふれあい遊び、わらべうた遊び

ごっこ遊び、机上遊び、ボール遊び

　　　水・泥遊び　　　　　　リズム・かけっこ 踊り

絵本・紙芝居読み聞かせ

運動会 お遊戯会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ふれあい遊び（手遊び・歌など）

ごっこ遊び

運動遊び（追いかけごっこ）

絵本の読み聞かせ

水遊び

運動会 遊戯会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ふれあい遊び

探索活動（植物・虫）

水遊び 運動遊び 表現遊び 正月遊び

集団遊び

　　当番活動

運動会 遊戯会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

集団遊び（おにごっこ・ボール遊び等）

　　 コーナー遊び（ブロック、ままごと、積み木、お絵かき等）

水遊び 　運動遊び 表現遊び（劇等）

お正月遊び

当番活動

運動会 遊戯会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鬼ごっこ、鉄棒、雲梯、ボール遊び（ドッジ、サッカー）

室内遊び（積み木、ブロック、折り紙等）

当番活動

共同製作

水遊び 運動遊び　　　　　表現遊び（劇等）正月遊び

学校訪問、運動会 遊戯会 卒園式

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（星）

５歳児

クラス

（月）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（桜）

３歳児

クラス

（花）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（ひよこ）

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・ゆったりとした雰

囲気の中で歌や手

遊びなどを通し

て、スキンシップを

図り、子どもとの信

頼関係を築く。

・言葉にならない子ど

もの思いを代弁し、

関りがうまくいくよう

援助する。

・保育者が一緒に遊

びながら子ども同士

の関わりを見守った

り、必要に応じて援

助する。

・友達の優しさに目を

向ける保育者の姿を

示し、優しい気落ち

がクラス全体に広が

る雰囲気をつくる。

・出来るようになった

ことや努力したことを

個々に誉める。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（つぼみ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

・集団で活動する

中で、自分たちで

ルールを考えたり

守ろうとしたりでき

るように保育者が

仲立ちとなるように

する。

育みたい・

経験させたい内容
保育者との関わりの中で甘えや要求を十分受け止めてもらい、園生活を楽しむ。

育みたい・

経験させたい内容
生活や遊びの中で、保育士のすることに興味を持ったり模倣したりすることを楽しむ。

育みたい・

経験させたい内容
保育士の仲立ちによって子ども同士が遊べるようになる。

育みたい・

経験させたい内容

・人見知り、甘え

不安など抱っこや

スキンシップを通し

て十分に受け止

め、安心できるよう

にする。

作成日：　　    　令和５年　　 ５ 月　　  ６日

簡単な手伝いをすることを喜んだり、片付けをするようになる。

・保育者が共に遊び、必

要に応じてルールを伝

え、仲立ちをしながら、遊

びの楽しさを共有できる

ようにする。

・聞いたことを理解し、行

動に移せるかを確認し

ながら集団遊びが楽し

めるようにする。

育みたい・

経験させたい内容
簡単なルールが分かり、集団遊びや生活することを楽しむ。

育みたい・

経験させたい内容
友達と楽しく活動する中で、共通の目的を持ち、工夫したり、協力したりする。
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入園式 水あそび クリスマス会 お正月 節分 お別れ会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入園式 水あそび クリスマス会 お正月 節分 お別れ会

スキンシップ、体操、体を使ったあそび 運動あそび

歌、わらべうた、わらべうたあそび

戸外あそび、探索活動 散歩 散歩

生活全般（食事、排泄）

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入園式 水あそび クリスマス会 お正月 節分 お別れ会

探索活動（虫探し、自然物など）

生活の援助（食事、排泄、トイレトレーニング）

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入園式 運動会 親子遠足 七五三参拝
発表会

クリスマス会 節分
ひな祭り

お別れ会

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入園式 運動会
親子遠足

ハロウィン
七五三参拝

発表会

クリスマス会 節分
ひな祭り

お別れ会

食事 マナー クッキング

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入園式 運動会 親子遠足 七五三参拝
発表会

クリスマス会 節分
ひな祭り

卒園式

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

七夕まつり、夏祭り

プール、水遊び

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（ぱんだ）

５歳児

クラス

（ きりん）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（りす）

３歳児

クラス

（うさぎ）

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（ひよこ）

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

　　保育者との関わりを

　喜び、興味を持って

　やってみようとする

　姿を見守りながら

　一緒に活動する中

　で楽しんだり、喜ん

　だりできるようにし

　ていく。

　自分でしてみようと

　する思いや伝えよ

　うとする姿を大切に

　し、受け止め共感し

　ていく中で、意欲

　を育てていく。

　○どんな活動においても

　子どもが自らやってみよう

　という気持ちになるような

　言葉がけや導入を行う。

　○できないと言っても

　すぐに手助けをする

　のではなく、子どもが

　チャレンジできるように

　援助する。

一人一人の発達をふまえて、自分でしてみようとする気持ちを

育てる。

育みたい・

経験させたい内容

家庭的な雰囲気

を大切にし、安心

して過ごせるように

する。一人一人に

合った活動ができ

るように配慮する。

わらべうた（ふれあいあそび、てあそび）

作成日：　　令和５  年　　５  月　　１１  日

やってみよう！の気持ちを育み、成功体験を味わう。

ふれあいあそび

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（ひよこ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

当番活動（グループ・個人）朝の会、水やり、給食、放送当番など

運動あそび(体操、体育教室など）

食育活動（春野菜、スナップエンドウ、夏野菜の栽培、クッキングなど）

室内・戸外自由あそび(自分のしたいあそびをみつけて）、集団あそび

　いろいろな活動の中で、

　こどもの挑戦しようとする

　気持ちを受け止め、目的

　が明確にもてるようにする。

　それぞれの頑張る姿をクラ

　スのこどもに知らせ、良さ

　に気付かせるとともに、み

　んなで、喜び合う気持ちを

　高めていく。

育みたい・

経験させたい内容
何にでも意欲をもって取り組むこども。

育みたい・

経験させたい内容

身近な大人（保育者）と安定した環境の中、生活やあそびの様々な

活動を保育者と一緒に楽しみながら経験する。

育みたい・

経験させたい内容

育みたい・

経験させたい内容
明るくのびのびと行動し、充実感を味わう。（心も体も健康）

育みたい・

経験させたい内容
いろいろな活動を通して、すすんで物事に取り組む楽しさを味わう。

保育者との関わり 友達との関わり

ルール、約束を知り、守って行動しようとする 約束を守って行動する

遊び

活動

生活

行事

など

　情緒が安定した状態

　で、園生活が送れる

　よう関わる。

　コミュニケーション、

　スキンシップを十分

　に図り、心の安定に

　つなげる。

　まずは、保育者が

　子どもの安心できる

　場所となる。

ふれあいあそび、わらべうたあそび、移動あそび、手あそび

ふれあいあそび、手あそび、探索活動

生活の援助（食事、排泄、午睡）

保育者との関わり 友達との関わり

まねっこあそび夏のあそび

七夕まつり

プール、水遊び

運動あそび（体操、体育教室、集団あそび）

製作等の活動（クレパスや絵の具、はさみ、のり、マーカーなどを使って楽しく活動する）

園外保育（散歩）

生活（支度、排泄、着替え、食事等の自立）

季節の製作、イベントの製作、廃材製作、こいのぼり（集団で作り上げる）など

栽培活動、当番活動

七夕まつり

プール、水遊び
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

　入園進級式　　　　　　保育参観　七夕星まつり　夏祭り　　　　　　　　　　　　　　　クリスマスお楽しみ会　　　節分　　ひな祭り　

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ままごとあそび

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

リズムあそび(歌、鍵盤ハーモニカ）　運動あそび（鬼ごっこなど）　　製作活動（造形等）　

植物、野菜の観察　収穫　草花あそび　　飼育物との関わり　落ち葉、どんぐり拾い　　　雪あそび、氷あそび

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（　さくら　）

５歳児

クラス

（ひまわり）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（　もも　　）

３歳児

クラス

（　すみれ　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（　　　　　）

身の回りのことに興味をもつ

しぐさあそび

粗大あそび

粗大あそび・運動あそび

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・子どもの欲求を受け止

めながら心地良い環境

の中で遊びに没頭でき

るようにする。

・安全な場所の確保や、

見守りの中で安心して遊

ぶ。

・粗大あそびを通して

色々な体の使い方を知

る。

・子ども達が満足感、達

成感を味わえるようにあ

そびの環境を整える。

・丁寧なかかわりの中で、自

分の身の回りのことを自分

でできるよう、自立を促す。

・生活や活動の中で、友達

とのかかわりに楽しさを感じ

られるようにかかわる。

・異年齢児とのかかわりの

中で、憧れの気持ちをもち、

生活できるようにする。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（すずらん）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

保育者との関わり

・友達との関りの中で、

自分の考えを相手に

わかるように配慮する。

・時間を意識するなど

働きかけ、自分達で

生活やあそび進めて

いけるように配慮する。

・主体的に活動していける

よう環境や働きかけを

工夫する。

育みたい・

経験させたい内容

・生活やあそび、活動の中

で友達とのかかわりや、やり

取りを大切にし、友達とのコ

ミュニケーションを深められ

るようにする。

・経験したことを発表したり

製作に活かしたりし、学びを

深める。

　入園進級式　　　　　　保育参観　七夕星まつり　夏祭り　　　　　　　　　　　　　　　クリスマスお楽しみ会　　　節分　　ひな祭り　

わらべうた リズムあそび・ダンス

絵本・紙芝居の読み聞かせ

園庭・園内散歩

保育者との関わり

作成日：　　令和５    　年　　５  月　　１０  日

友達と一緒に、生活や活動を共にする楽しさを味わう。

育みたい・

経験させたい内容
自分の思いを伝えたり、相手の思いに気づいたりして、友達とのかかわりを深める。

ごっこあそび

園庭・園内散歩

先生や友達とのやり取りを楽しむ

シャワー・水遊び

シャワー・水遊びふれあいあそび

まねっこあそび

砂あそび

育みたい・

経験させたい内容
欲求が満たされて満足したり、安心できる環境の中で好きなあそびを楽しんだりする。

育みたい・

経験させたい内容

劇あそび・楽器あそび

雪あそび・氷あそび

入園進級式　　　　　　　　　　保育参観　　七夕星まつり　　夏祭り　　　運動会　　　　　　芋ほり　　　　　発表会クリスマスお楽しみ会　節分ひな祭り　お別れ会　卒園式

入園進級式　　　　　　　　　　保育参観　　七夕星まつり　　夏祭り　　　運動会　　　　　　芋ほり　　　　　発表会クリスマスお楽しみ会　節分ひな祭り　お別れ会　卒園式

体操　リズムあそび　水遊び・プール　運動あそび　表現あそび　

集団でのあそび(ｹﾞｰﾑあそび・水、ﾌﾟｰﾙあそび）かけっこ、リレーあそび　縄跳び　正月あそび　ボールあそび

友達との関わり　　ルール・時間の認識をもつ様々なことに挑戦する　　意見など発表する　小学生との交流

当番活動　整理整頓　片付け　掃除　午睡　休息すること　年下の子ども友達の世話　地域との関わり

入園進級式　　　　　　　　　　保育参観　　七夕星まつり　　夏祭り　　　運動会　　　　　　芋ほり　　　　　発表会クリスマスお楽しみ会　節分ひな祭り　お別れ会　卒園式

育みたい・

経験させたい内容
・友達と共通の目的に向かって工夫したり、協力したりしながら、自分の力を発揮する。

集団生活に慣れる 給食を食べたり、安心して午睡したりする

友達との関わり

異年齢児との関わり戸外で自然に触れる

できることをしようとする挨拶をすること

運動あそび

体操あそび

身の回りのことに興味をもつ

戸外で好きなあそびを楽しんだり、自然に触れたりする

安心できる環境の中で、先生や友達と共に過ごすことでつながりを感じる。

集団で過ごすこと

感触あそび

手あそび・わらべうた

体操　リズムあそび　水遊び・プール　運動あそび　劇あそび　楽器あそび

製作活動　粘土あそび　ままごと　ブロック　正月あそび

固定遊具　ボールあそび　草花あそび　砂・どろんこあそび　園外散歩　かけっこ 落ち葉・どんぐり拾い 縄跳び　マラソン　集団あそび

身の回りのことに興味をもちしようとする

リズムあそび・ダンス

身支度をする　片付け・整理整頓　午睡　休息すること　挨拶をすること　ルール・約束を守ること　他のクラス・異年齢児との交流

身の回りの始末　当番活動　片付け・整理整頓　掃除　午睡　休息すること　挨拶をすること　他のクラス・異年齢児との交流

野菜の収穫　植物・野菜の栽培　飼育　季節・気候の変化に気づく 雪あそび・氷あそび

製作活動　粘土あそび　ままごろ　ブロック　パズル　正月あそび

雪あそび・氷あそび

固定遊具　砂遊び　園外散歩　虫探し　草花あそび　どろんこあそび　かけっこ　 落ち葉・どんぐり拾い 縄跳び　マラソン

野菜の収穫　植物・野菜の栽培　飼育 芋ほり

育みたい・

経験させたい内容
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育ち・学びの連続性を支えるカリキュラムの作成に向けて

下関市保育連盟

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

散歩

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ハロウィン

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水あそび（ジュース屋・団子屋）

ハロウィン

活動等における

配慮・考慮

学年の

振り返り

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※各年齢での「ねらい」は保育所保育指針・認定こども園教育保育要領の３視点・５領域の内容に準じて設定するとともに、年齢間でのつながりを考慮してください。

日々の人前での発表

異年齢児とのあそび、年下の子のお世話

ままごと お店屋さんごっこ お医者さんごっこ

鬼ごっこ リレー・かけっこ 集団あそび（室内・戸外）

発表会泥んこあそび 水あそび

ゲーム性のあるあそび（カード、ボードゲームなど）、積み木など

集団で過ごす

ポットンあそび・かけっこ・体操・ボールあそび・すべり台あそび

砂場あそび

読み聞かせ・手遊び

模倣あそび・ごっこあそびままごと・水遊び

運動あそび 園庭散歩

※2023年度末に、振り返りをご記入いただいた本計画を回収いたしますのでご協力をお願いいたします。

４歳児

クラス

（たんぽぽ）

５歳児

クラス

（　ゆり　）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

２歳児

クラス

（もみじ

）

３歳児

クラス

（もも）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

０歳児

クラス

（ちゅうりっぷ

）

子どもの育ち・学びを育むための遊び・生活の計画表

・子どもとの応答的な

関わりを通して、安

心して自己主張や要

求などを伝えられる

ようにする。

・子ども一人一人に応じ

た適切な関わりの中で、

良い行動をしっかりと認

め、褒めることで次への

自信に繋げていく。

・子どもたち一人ひとりの思いを

受けとめ、相手に言葉で伝えら

れるように声かけをする。

・友だちとの関わりではトラブル

になることもあるため、状況の把

握を常に保育者がしておき、自

分と相手の両者の思いを伝え合

えるようにする。

・自分の言動で相手がどのように

感じるかを考えられるように話す

時間をつくる。

2023年度の振り返りと

2024年度に向けた

改善点

園 名

１歳児

クラス

（ちゅうりっ

ぷ）

遊び

活動

生活

行事

など

遊び

活動

生活

行事

など

集団あそび（戸外・室内）

ままごと ごっこあそび（お店屋含む）
看板・お面づくり（夏祭り） 運動会 発表会

子ども同士で話し合う機

会を設ける際、どの子も

意見を出せるよう、発言

を促していく。

いざこざが起きた際は見

守ったり、保育者が仲介

し、解決方法を一緒に考

えたりするようにする。

育みたい・

経験させたい内容

保育者と十分に関わり、欲求を受けとめてもらい、親しみをもち、安心して過ごす。

伸び伸びと体を動かす。

育みたい・

経験させたい内容
応答的な触れ合いや言葉がけを通して、保育者とのやりとりを楽しむ。

育みたい・

経験させたい内容
あそびや生活の中で友達と関わり、関わり方を少しずつ身につける。

育みたい・

経験させたい内容

・安全で心地よい環境

の中で、一人一人の

生活リズムを大切に

しながら安心して過ごせ

るようにする。

・子どもに対して応答的

な関わりを意識する

・遊びやすい環境作り

に心がける。

お別れ会

（プレゼント作りなど）

異年齢児の活動

ゲーム性のあるあそび（カード、ボードゲームなど）、積み木・ブロックあそび（友達との関わり）

絵本・紙芝居の読み聞かせ、言葉あそび

水あそび（プール）

汽車、ブロック、メモリーカード、パズル等　・ぬりえ、折り紙、粘土

製作活動・絵本、紙芝居の読み聞かせ・手あそび・わらべうた・友だちとのかかわり

作成日：　　  R５  　年　５　  月　１５  日

保育者や友だちと一緒に過ごす中で、自分の思いを相手に伝えたり相手の気持ちに気付いたりする。

育みたい・

経験させたい内容
自分の思いや考えを出しながら友達と一緒に生活したり遊んだりする楽しさを味わう。

育みたい・

経験させたい内容
意見を出したり、友達の思いを受けとめたりし合いながら、あそびや活動を楽しむ。

子ども達の意見や発言を受

け止め、認めていくことで、

伸び伸びと考えを伝えられ

るようにする。

思いのぶつかり合いでは、

互いに気持ちを伝えられる

ようにし、どうしたら良いの

か一緒に考えていくことで相

手の思いや折り合いのつけ

方に気付けるようにしてい

集団あそび（戸外・室内）

ごっこあそび（ままごと・お世話ごっこ）　・お医者さんごっこ　・劇ごっこ　　・郵便ごっこ

夏まつり、七夕 運動会 発表会 お別れ会

ふれあいあそび　　わらべうた

ふれあいあそび・わらべうた・お名前呼び

保育者とふれあって遊ぶ。絵本・手遊び・手作り玩具で遊ぶ

模倣あそび 手指を使うあそび

感触あそび

運動あそび　ごっこあそび

集団で過ごす

わらべうたあそび

会話・コミュニケーション

水あそび

砂場あそび

ごっこあそび

生活の援助（食事・排泄）

ふれあいあそび 運動あそび 集団あそび
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Ⅴ おわりに 

 子どもにとっては、遊ぶことや生活することが学びであることは保育者であれば少なからず理解・実感しているこ

とと思われる。しかしながら、どのような遊びや生活場面が子どものどのような側面を育んでいるかを明確に表現し

たり、説明できる保育者は必ずしも多いとは言えない。同時に、本調査結果でも見られたように、遊びによって育

まれる子どもの育ちの様子に対する共通認識が得られていない現状も存在する。「保育にマニュアルは存在しな

い」とも言われるように、保育が子どもを対象にしている以上、そこでは柔軟な対応や個別的な関わりが不可欠で

あり、保育者の経験値や感性が重要になる。それ故、保育の中でどのような環境を作り、どのような遊びを提供

し、どのように生活を支えていくかなど、保育者の特性や資質によって異なることについては、一定程度は許容さ

れるのだと考えられる。しかし、遊びや生活とそれに結びつく子どもの成長などに対して客観的な指標や目安が

確立されることで、保育者間の共通理解や、保育者の経験を補うことにつながることが期待される。さらに、子ども

の育ちと育ちを支えるために行われる遊びや生活、保育者の関わりなどが可視化されることによって、保育を実

践する際に作成される計画がより具体的になるとともに、保育の営みによる育ちの上乗せされた部分である保育

の成果を表現しやすくなる。これによって得られる効果は、子どもの小学校への接続期における情報伝達や共有

だけでなく、日常の保育の中での保護者との連携、適切な保育の実践にも有効だと考えられる。 

本調査研究では、保育所や認定こども園などの就学前施設での遊びや生活に関連する保育者の意識や子ども

の育ちに与える影響を数量的に把握することを試みた。また、その結果をもとにしながら連続的な子どもの育ちを

意識した計画立案と実践を行なっている。この取り組みについては、緒についたばかりであり、今後作成した計画

の修正・改善を繰り返す中で、計画が磨かれるとともに、保育指針・教育保育要領に示されているすべての保育

内容に対するカリキュラムの作成を目指している。これにより、保育指針や教育保育要領に示されている 3 つの

視点や 5領域に基づいて保育を実践する際に行われる遊びや生活が、根拠を持って計画・実践されることにつ

ながり、その結果として、就学前施設に求められている「育みたい資質・能力の基礎」の育成に対する役割を果た

す一助になることを期待する。 

 最後に、本調査研究の取り組みに対してご協力いただいた下関市保育連盟加盟園の保育士ならびに保育教

諭の皆様に心より感謝申し上げます。 
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参考資料 

参考資料として、本調査研究で用いた「（第一次）1・2 歳児担当保育士・保育教諭用」の調査票を掲載する。 
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